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I Titre検討の意味

6世紀末から8世紀までの Pr6angkor期:ま 1),次代の Angkor期に先立つ胎動の時代であ

る｡ その時代は封鎖的 ･自給自足的な村落経済から多数の共同体にまたがる広域経済へ向かい

ながら,社会話力の変動を引きおこしつつ,やがて祭把 ･政治の両機能を備えた強力な支配者

をつ くり,クメール帝国の名にふさわしい国家組織を生み出そうとする重要な時期である｡

Pr6angkor期の史料は,主 として古クメール語および発語で綴られた刻文である｡ それ ら

は宗教 とその関連事項および寄付行為についての伝達が目的で作成され,献奉された文書であ

るために,宗教および寄進の関係者の篤信 ･事績 ･寄進などの内容に片寄っている｡ この史料

的偏差は,Pr6angkor期の歴史像を措 く場合に留意 しなけju雲ならない点である｡

こうした宗教的な諸行為は,宗教が社会の総体 と常に相関を持っていたことを意味すると同

時に,複雑にからみあった生活の姿容がそこに露呈 しているのである｡ この史料の中に登場す

る人たちは, Pr6angkor期の歴史における社会の公的な活動,つまり,宗教 ･政治 ･経済の

中心的な人物であ り,またはその立場にたたされた人たちであった｡ 社会の成層単位はだいた

い圭を頂点とする貴顕 ･宗教者 ･諸職の長 ･住民 ･K負urp (奴隷)などであった,

カンボジアの碑文には2),人名 ･地名 ･神名 ･物産名などの前に何らかの社会 gradeを示す

*東洋医村大学

1)Cced由,G.1964.Les占tafshindollisむ d')ndochineetd'IndonEsie.Paris.pp.125-133,137-144,
161-164,177-179.

Dupont,P.1955.Lastahtaire♪ria72gkorzlc7mC,Ascona.pp.9112,71-112.(本書を以下 ‥Lasia-
tzlal're"と略記する)

2)C(℃d台S,G.1937-1966.Insc7･ibfT'onsduCa〃7bodge(Colleclz'ondefexteetdocumentssurrIndo-
chine,ⅠII),8,vols.Hanoi-Paris.(本書を以下 ZC と略記する)｢K.｣は G.CoedとS氏がカンボジ
ア碑文につけた標章であり,数字は碑文番号である｡

Barth,A.etBergaigne,A.1885-1889.1Jzscl･Z'ptionssanscritcsdcCampLjetduCambodge.Paris.
(本書を以下 "ISCC"と略記する)
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titreが付けられている｡ Titreの形成は,社会 ･経済のある一定の発達段階をふまえている

ことはいうまでもないが,それらの titreは,｢VrabKarprata血A五｣,｢Mrat5ii｣,｢Klofi｣,

｢Kur豆k｣,｢Pofi｣,｢Parpnos｣,｢V豆,ku｣等である｡

Titreは,社会集団における秩序の表現として社会組織の各部分の具体的な証である｡ 当時

のカンボジア国内は,一定の領域をもっていたと思われる pura(城市), それに属する小さ

な地域の sruk(村),特殊な区域の寺院 (豆Grama)などがあり,これらの titreは,それぞ

れの社会集団の中の規律もしくは権力によって維持されてきた｡ その意味において,titreは

社会を構成する階層のつぶさな身分上の表現であると考えられる｡これらtitreの相互間には

titreを通じて動 く力, すなわち支配 ･被支配の社会関係が存在する｡本稿では titreの成層

単位 としての意味を知ることにより,titre保持者の社会的 gradeおよび権能と活動範閏を捉

え,その構造的属性を考察し,碑文に措かれた古代カンボジア社会を,古クメ-ル語の諸 titre

によって詳解しようと思う｡

年代の明らかな碑文で,かつインド字母を用いて書かれた最初の古クメール語碑文は, 611

年の AhgkorB6rさi碑文 (TaK6V州TaolV去tKorpnu寺院)であり3',i申navarmanI

が登位する5年前である｡ Ⅰ申navarmanIは4', 初めて扶南の本拠 (BaPhnom)を攻略

し,領土を南へ拡大した王であり,この真脱の南進とともに古クメ-ル語碑文が多 く現われて

来る｡ Prるangkor期に属する碑文 (古クメ-ル語 .文語)紘, 最近の登録をふ くめて約250

個にのぼり5),その一部は損壊 ･摩滅で訳出できない｡ 本稿作成に用いた碑文158個 (別表参

照)では, 各種の titreを保持した人々が 篤信的な行動を展開している｡ 特に Mrataiiの

titreは39個,Poiiは46個の碑文におよんでいる｡ この両 titreの人たち紘,その寄進財貨の

数量および内容から考えて,当時の社会の中枢的な役割をしていた階層であろうと思われる｡

この titreについては,E.Aymonier6),G.C(£des7),金山好男8)の諸氏が触れてはいるが,

その基本的な性格および社会関係について述べた論考は未だない｡ この両 titreと関連して

｢Kur豆k｣および ｢Klo五｣の titreについても考察すると同時に,併せて少数のtitre,諸職の

長,宗教者,住民,k缶urPの存在をも究明する｡Pr6angkor期の社会は,諸 titreの保持者

が活動できるほどの成熟した社会的経済的構造を包有していたのではないだろうか?

3)K.557etK.600碑文解説 IC.γol.ⅠⅠ,pp.2ト22.
4)Dupont,P.Lastatuaire.pp.78-95.

5)G.CcedとS氏によって登録されたカンボジア碑文は,1,005個あるが,10組24個の碑文が同一碑文と
なっている｡JC.vol.VIII,pp.73-224.
6)Aymonier,E.1903.LeCambodge,TomeIII,Paris.p.446.
7)K.9StらledePhu-hu'uの解説 ',ZC.vol.Ⅴ,p.36.
8)金山好男 1965.｢カソボディア･プレアンコール期の Puraに就いて｣『カンボディア管見』 東京,
pp.5-6.
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Ⅱ ｢二Mrataii｣の属性

A血gkorB6r6iの古クメ-ル語碑文は9),焚語碑文の ｢追記｣のような書式で書かれているC

MrataaAnt豆rは kfiurP (奴隷)･sre(稲田)･家畜を Kamrat豆血 TerpKrom 神 と Vrab

KamratahAfi神 との saTPParibhoga(共同使用)にしたと述べている｡ Mrat豆fiは神へ

の寄進財貨に指図をしていた｡ 7世紀初期には,碑文からも判明するごとく,すでに Mrat誠

の地位が社会的に確立 していたことを証左するものである｡ この古クメ-ル語 Mrata員 は人

名および地名と合成した Klo員の前におかれている｡

Mrat豆缶の titreを保持 していた人がどんな人であったかを調べてみる｡ まず死語 との照応

によって,Mrata員の一部の人たちは/ミラモソであったことが明らかになる｡ 651年の TaoI

A血SrabTh云tの碑文では10),

anantan豆m豆samati!thipaddvijassam豆lavolihgamum豆pateridarp(Ananta

という名の M豆lavaのバラモンが Um豆の夫たる lihgaを建てさせる｡)

と述べた焚語文に続いて,クメ-ル語文には,

arPnoymrat舐 anantasv豆mitavrabkarPmrat豆血a五Griked豆re与Vara(Ⅴ･K･A･

GriKedareGVaraへの Mrat豆fiAnantasv云miの寄進)

と書いてあり,両語文の比較によりdvija(バラモン)の AnantaはMrat豆aAnantasv豆mi

と同一人物である｡ 別の碑文では11),｢Durgasv豆miという名前の Dak!i申patha(デカン)

生まれの brahman｣ という焚語文の 後に, クメ-ル語文が, ｢vrab (神) -の Mrat豆ii

Durgasv豆miの寄進｣と書いており, brahman の Durgasv豆mi-MratafiDurgasv云mi

となる｡ このように Mrata翁 の titreをもつ人の中には,バラモンがいたのである｡ バラモ

ンは,当時王および王族 と祭柁 ･婚姻を通じて密接な関係をもっていたようである｡ 例えば,

異国人のバラモンの記事12㌧ JayavarmanIの娘 Jayadeviと結婚 した Cobh豆jay豆 という)

dvija(バラモン)13',Vipra(バラモン)の田地の寄進14)と彫像の献納15㌧ Dharmapuraに住

むバラモンDharmasv豆minの系族から｢rえja(王)に敬愛される数多 くの puru!a(人)がj豆ta

9)K.557･K.600Estト10行 (1)

以下本注では, K.〔碑文番号〕および行 ･節数のみ記す｡碑文史料-の言及は木江の末尾の ()印

の数字によって ｢表 Preangkor期の Titre｣の No.を参照ねがいたい｡()の数字は ｢表｣の通し

番号で, ｢表｣には該当碑文の年代 (治世)･名称 (採取地)･言語 (古タメ-ル語 '･kh焚 語 :skt)

･所載文献について載せてある｡
10)K.910 Ⅱ節 3行 (28)

ll)K.438 Ⅳ節 11行 (18)
12)K.77 Ⅱ-Ⅲ節 (51)

13)K.904 Ⅳ-V節 (66)

14)K.761 A(1-2)節 (10)
15)K.589 Ⅰ節 (63)
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(誕生) した｣16) など,バラモンのことが多 く載っている｡ 王 (権) と結びついたバラモンを

これら碑文は述べている｡ 王とバラモンおよび Mratafiとバラモンのつながりは,3者の一

体的な関係,特に Mrata負 とバラモンが王権に結びついて支配者的色彩を強 くもっている｡

さらに,Mrat豆負と王権の有縁を検討していくと,Mrataaは侍者もしくは官僚として役職

についていた｡TaoIKakPr租 の碑文では17',

pofioytamratafimedh豆vindukum豆r豆matyamrat豆fioyguitaγrab(Po員

〔ch豆鋸 はその 〔稲田〕を王子の教師であるMrat誠 Medh豆vinduに捧げ,Mrata負

はそれを神に寄進 した｡)

と述べて,Mrata五Medhavinduが王の子弟の kum豆r豆matya(教師)であったことを伝え

Mrat豆fiMedh豆vinduは王の侍者として教育係の担当者であったことが明らかである｡

Mrat豆丑は王の官僚としてその命令下にあった｡Jayadevi女王は,Mrat豆免Cakrasv云mi}

に無料で田地を供与し, ｢その ple(収穫物)は,Tripur豆ntake与Vara神に oy(納める)｣

ことを命じている018)JayavarmanIは,PuNe血Sevabh豆vaに命じて,vrauの kaulp

400人を Mrat豆五DarPdaTP のところから連れ出している｡19'i申navarmanIは,aTPraS

(k五urp)に関して Mrata五Ana血gaに勅令を発している｡20)以上の碑文から Mrataaは,

王の下で侍老 ･官僚 として諸職についていた人のことである｡

王権の結びつきを具体的に記した Samb6r-preiKdk(N 18)の碑文では21), Bhavavar-

manI,Mahendravarman,Ⅰ申navarmanIの3王から ｢dar(授与された)Mrat豆負A鼓

の 〔titreをもつ〕Ac豆rya｣の寄進とある｡Acaryaが3人の王から Mrat誠 の titreを拝

受することは,年齢的にも不可能であり,碑文の発見場所から考えて,I申navarmanIより

受領したことになるだろう｡Mrata員の titreは,王が Ac豆ryaの人に授けた titreであり

王 との結びつきが明確になってくる｡

Mrat豆fiは多大の財貨を神に献供しているQ 例えば,Mrat豆免Anantasv豆miは,Ked豆re-

GVara神へ k五urp,sre(稲田)のほかに slatern (機榔樹)400本,todtern (郁子)100本

を捧げている｡22'PhnorpNbkの碑文では23㌧ ｢nebtelmrat豆云卓vayajam云na(供奉著

としての MrataaGivaがここに居る)｣と述べて,同碑文のB面ではこの Mrat誠 Givaの

ことを,｢mrat恵fiyajam豆na(供奉者 Mrat元気)｣と呼称しているoMrat豆fiの一部の人たち

16)K.725Ⅸ節 (57)
17)K.49330-31行 (33)
18)K.904 A(19-21)行 (66)
19)K.137 1-3行 (53)
20)K.503 Ⅰ節 (22)
21)K.149 2-3行 (15)
22)K.91012-13行 (28)
23)K.46 A(9),B(5)(ll)行 (81),Mratan～Yajam急naはK.786およびK.956に見られるo
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は,寄進に関係 した供奉者でもあった｡

Mrat盃.員 に は, バラモンや Ac豆rya の titre をもった 人が おり, 王 の 侍 者 と して

kum豆r豆matya(教師)の取に就いたり,王命を受けて k五urrlや ple(収穫物)などの仕事

を遂行する王の上級官吏であった｡

Mrat豆fiの titreは,このように特定の階級 とか,一定の職務を司る人につけられたのでは

な く,むしろ敬仲的な尊称ではないだろうか｡ 王が この titre を授与 したという前述の碑 文

から Mratafiと∃三億 との直接的な結びつきを明察できるが, さらに Mratafiは寄進に 関 lj'-

した Yajam云na (供奉者) であるところから, 寄進 とそれに 伴う祭巌のことを 考察する｡

Mrat豆缶Devasv哀mi は 241,KedareGVara神のために大供犠 (dirghasatra)を執 り行ない,

gitermrataadevasv豆mioytapofiGrutanuCam taVrahkarPmrataha石

弓rikedareGVara(そして,Mrat豆fiDevasv豆miは Ⅴ･K･A･erikedare与Vara神

-の奉仕のために Po翁Grutaに 〔その財貨を〕与える｡)

と述べている｡ この Mrataiiは,祭把を主催する機能をもっており,宗教的な健戒に依存し

た支配者的立場の ｢長｣の意味をもっていたようであるoMrataiiは･PofiGrutaに財貨を

扱 うよう指図し,配下に Pofiをおいて実務を担当させていた｡

カンボジア碑文は,大部分が寄進文書であるが,寄進者である titre保持者の記載のされか

たを調べてみると,多くの場合,Mrat恵iiはそれ以外の titre保持者たちと併記されて寄進を

行なっていない｡ 639年の Phu-hu'uの碑文では 25),Po員など10種の titreが列挙され,そ

れぞれ田地寄進を行なっているが,Mrataiiはこの中に加わっていない｡ 681年の TaoIA血

Tnbt26',ⅤえtPreiSvaL:7㌧TaftKra血 28'の諸碑文では,Po員,Kurえk,Kloii,Ac豆rya,T豆血

などが種々の財貨を寄進 しているが,Mratafiはこれら寄進者 と肩をならべて献供を行なって

いない｡ この事実は, Mratafiとそれ以外の titreの差異が明瞭であり,Mraはfiの優位性

がはっきりして くる｡ Mrataaの titreは, やは E)敬仰的尊称であると考えられるが, 王に

直属もしくは王 と間接的に結びつ く立場にあった人につけられた titreであろうo

Mratafi関係の碑文は,39個あるが, JayavarmanI治下の碑文が 6個,Jayadevi治T

が 5個,それに i申navarmanIのものが4個である｡こjLらを勅令記載の碑文13個と対比 し

てみると29),JayavarmanIが発 した勅令が 6個,i申navarmanおよび Jayadeviの勅 令

24)K.154 B(5-7),A(8-10)行 (48)
25)K.9 9-33行 (26)
26)K.561 7-42行 (46)
27)K.41 1-19行 (80)
28)K.726 A(1-20),ら(1-15),C(1-17)行 (157)
29)石沢良昭 1971.｢古代カンボジア史研究 (Ⅲ)-Prtangkor期の Kaurpについて-｣『帯広大黒Ii
期大学紀要』第8号,p･56 注(22)｢王の命令｣に関する碑文参照｡
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が 2個ずつある｡ これら3王の治世は,扶南との抗争が終息し,国内統一 ･内政の整備を軸 と

して揺ぎなき王権体制を確立する方向に進んでいた｡ 勅令の数字は,JayavarmanIの治世

において王権が伸長し,Ⅰ申navarmanIおよび Jayadevi の治世も同様に王の権威が強かっ

たことを物語っている｡ このことは王権の消長を示 していると同時に, これが Mrat豆fi碑文

の増減にはば合致するのほ,Mrata員と王権の緊密な関係を想定させるものであり,Mrat誠

は王権の拡充に伴って活躍 した侍者 ･官僚であったと思われる｡ 一部の Mrata員 は王権を背

景 とした支配的立場の ｢責任者｣･｢長｣であった｡

Mrat豆五碑文の採取地分布であるが,とくに Siem-R豆p州では Pr6angkor期碑文10個の

うち,4個までが Mrat豆五碑文であり,Kandal州では14個のうち, 7個までがMrat誠 の

碑文である｡

siem-R豆p州は,次代の中心地を約束された肥沃な新開地である｡Kandal州はメコン河 と

トレンサップ川の合流点として以前はカンボジア北部 と南部 (旧扶南)の境界地域であり,扶

南の崩壊後は両地域を結ぶ要地になっていった｡ この両地方は,発展する真楓の後背地 として

諸寺院が建立され,立地条件から開発が進み,これに Mrat誠 が関与 していたのであろう｡

Ⅲ ｢Mrat豆最｣の政治的性格

Mrat豆fiは尊称であろう｡王 と直接的な関係を持ちながら,王の下で諸職に携わっていた人

が保有した titreと考えられる｡ この Mrat豆負 から派生した ｢MratafiKlofi｣｢Mrata五

Kuru血｣の titreについて吟味し,Mrat豆fiの基本的な性向を考えてみる｡

｢Mrat誠 Klo五･Mrata五Kuru血｣は,pura名の前について,｢puraの長｣を意味する｡

AflgkorB6rさiの Taoleam の碑文には30,, ｢mrata云klo五bhavapura(Bhavapuraの

MratafiKlofi)｣の記載があるが,｢Klofi-長｣の意味から,これは ｢Bhavapuraの長の 〔職

にある〕Mrata五｣ という解釈にすべきである. 同じく Kh左uN8iの碑文でも31),｢JyeStha-

puraの長 (Klo五)の 〔職にある〕Mrat豆fi｣となり,｢Mrat豆五Klo員｣を一個の titreと見

るのではなく,｢Mrat豆fi｣と ｢Klo五｣の個々の本来的な意味を考慮して訳解したほうがよいO

だが,両碑文 とも,前後の損壊のため puraの長の具体的な活動を知ることはできない｡

別の碑文に載っている Mrata五 Kloも Bhavapura は pura長 としてその実権を行使し

ている｡32)

vn豆k(飾 り'.?)およびupakalpa(所持品),Bhavapuraの長のMrata員は,T豆血

30)K.939 2行 (141)
31)K.506 本文 (24)
32)K.1 6-8,1-2行 (74) ｢Mrat豆五Klo五R云jagraha｣(K.38)および ｢Mrat云五Klo五Guh豆
･--｣(K.818)は ｢puraの長｣の意味をもたない｡前者は人名の前につけられ,後者は語句の途中
損壊のため不明である｡
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spun,T弛 Bho, Ac豆ryaGilabhadra,散 KurakKand豆yの vn豆kの amac

〔不明〕を PoBGivadevaの品物と分けるよう pre(任せた)

と述べている｡ この Mrataaは,Bhavapuraにおける vn豆k(飾り?)および upakalpa

(所持品)の分配に関して,Taft,Ac豆rya,Po負 の titre保持者たちに指示する権限をもって

いたO同じ碑文には,｢mrataBklo員Je!thapura｣のところへわざわざ Kur豆kKand豆yと

Po翁Civadevaが V豆,kuを献呈するために参内したという記録がある｡J

｢MratafiKuru血｣の碑文は一例しかないが33-, ｢Kuru血｣が,｢Kuru血Krta蹄avana｣34),

｢Kuru血Malefl｣35)の用例のように, 地名の前についてその地域の ｢長｣を意味している｡

1052年の碑文で JayavarmanIIが nagara(-pura)の kuru血になったといっている内

容をも参考にするなら,MratafiKuru血は ｢mrat5fikuruhvikramapura(Vikramapura

の長の 〔職にある〕Mrat云員)｣の訳解も不可能ではない036)前記の Kuru血の Mrata員は,

puraの長の意味をもたない Mrat豆fiKlofiR豆jagraha〔人名〕に命令を下 している｡

古クメ-ル語文の ｢mratafiklofi｣は, 焚語文の ｢iGa･i与Vara･SV豆min-主 .長｣に相当

する｡ それらは,Vispu像を建てた ｢indrapureGVara(Indrapuraの長)｣37',Phu-hu'uの

碑文の ｢rudrapuriqa｣と ｢Tamandarapura を完全に p豆1ay (守護する ･支配 する)｣

Bhoja38㌧1i血gaを建立した ｢Gre!thapurasv豆mi｣および Vibhuという名前の ｢vy豆dhapu-

reqvara｣と ｢dhruvapureqa｣39,などの pura 長がいる｡Haneeiの碑文では,Bhava-

varmanII およびその王子に仕えていた ｢ugrapur豆dhiGa(Ugrapuraの崇高なる長)｣が

li血ga建立, d豆sa(奴隷)･go(午)･k!etra(田地)･devadravya(神の財貨)を献供 し

た{40)629年の VatChakretの碑文においては,Cakr豆血kapura,Amoghapura,Bhima-

puraの 3puraの所有者である｢tamrapureGVara(T豆mrapuraの長)｣が多 くの動産 ･不

動産を寄進している.41)これら puraの長は,篤信的行動 として神像や lihgaの建立 および

経済力を誇示する多大の財貨の寄進など,puraの支配者として振舞っている｡

以上,Mrat豆fiKlofi･Mrat豆iiKuru血は,｢pura｣の前におかれた時,その puraの長-

33)K.38 11行 (79)
34)K.124 7行 (73)
35)K.451 Sud2,15,16行 (45)
36)K.235 InscriptiondeSdbkKakThom,C61,65,69行,Bulletindel'Ecolefrancaised'Extrême-

O rient,Tome43,1943,pp.87,106-108(本書を以下 BEFEO と略記する)
K.38 11行 (79)
37)K.151 V,ⅥⅠ節 (16)
38)K. 9 Ⅱ節 (26)
39)K.725 Ⅹ[節 (57)
K.109 Ⅲ節 (29)
40)K.81 A(32-33)節 (52)
41)K.60 A(4,6)節 (7)
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支配者を意味する｡ puraの実務は,T豆h･Pofi･Kur豆k･Ac云ryaの titreをもった人が担当

し,puraの長というのは,多 くの資材の献供 (後述),神の彫像や li血gaの建立, 財貨の分

配の指示など,puraにおける政治 ･宗教 ･経済の全権を握っている人物のことで,当時の政

治単位であった ｢pura｣の支配者であると考えられる｡Mrat豆五Kloa･MratanKuru血の用

例は数が少ないが,pura の長 という焚語文の多 くの裏付けもある｡42)

Mrata気 は王に直属する侍者で, 王命を受けて職務を行なう地位の人であるが, Mrat息五

Klo五･Mrata五Kuru血-pura の長と,王との関係について考えてみる｡ 王は puraの諸問

題に介入してくる｡JayavarmanIは勅令で

smalpGre!th豆与ramajmonbhdtigi vorpsarP dhanvipura(〔寄進諸財貨を〕

GreSthacramaと共同で使用するが,Dhanvipura と共同でないこれらの財貨をお

く｡)

と述べて,aGramaは神の財貨を使用できるが,puraとは共有するなという明確な財貨の使

用権の区別を命じている043)領域の問題に関しても ｢dro血 vrab(神の地域)｣と ｢dro血sa-

mudrapura(Samudrapuraの領域)｣をはっきりと区分して,王命が下されている｡44) この

ように寺院 とpuraにおける財貨の使用および領域について,勅令による指示は,王の寺院 ･

puraに対する支配権および権威が確立していた証拠であろう｡Ⅴ左tPreiV蝕 の碑文では45)

i申navarmanIを, ｢nagara-pura(城市)｣を tr豆 (保護する)人といっており, pura

に王の支配がおよんでいたことを示している｡さらに,王は puraの長の人事にも介在 してい

たようである｡｢Ugrapuraの長｣はもと BhavavarmanIIとその王子に仕えていたし46),

JayavarmanIの Vaidya(医師)である SirPhadattaが,王から ｢Aすhyapuraの統治の

職｣に任命された｡47'S豆mantanrpa(属王)の NarasirPhaguptaは,i申navarmanIか

ら ｢indrapureGVara(indrapuraの長)｣の職を pr豆pta(得ている)048)puraの長には,

王および王の関係者が任命されている｡puraへの王権の介入は,政治 ･経済 ･人事にわたっ

ておよんでおり,puraの支配者 Mrat豆五Klofi･Mrat豆員Kuru血は,自主独立的な立場にあ

ったとはいえ,王と政治的な臣従関係を績んでいたようである｡

次に,Mrat豆fiのぱく大な財貨寄進について考察すると,Preangkor期の碑文において,

最も多 くの献供を行なっているのは Mrat豆ii階層である｡ 前述の通 り,古クメ-ル語碑文の

42)金山好男,前掲書 pp.4-9.
43)冗.44 B(2-4)行 (41)
44)冗.137 3-4行 (53)
45)K.80 Ⅱ節 (12)
46)K.81 A(22-31)節 (52)
47)K.53 18節 (37)
48)K.151 V節 (16)
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最 も古い A血gkorB6rさi碑文では49),Mrat豆fiAntarは, 寺院内で信仰生活を営むのに必

要な宗教 と生産の基本材を寄進している｡

rama工p (踊 り手) 7人,calpre血 (歌手)11人,vipa(ギター)･kafija血 (弦楽器)

･15hv(楽器?)の tmi血 (奏者) 4人,神の境内で働 くcaTp-uk〔意味不明〕の V豆

22人,k五urPsre(稲田の奴隷)57人,tmur(午)100頭,krapi(水牛)20頭,〔6

カ所の sre(稲田)38sanre50)〕

この寄進内容は,当時の生産基盤および経済様相を示 している｡ 713年の西 Baray の碑文

では51',Mrata五Gakrasv豆miは Tripur豆ntakeGVara神の pregisiddhi(専有)分 とし

て,収穫の ｢ra血koje1(脱穀米 1je)｣を割 り当て,Sen豆mukhavijay豆神 との salpPa-

ribhoge(共有)分 として ｢ra血ko1je半｣を与えると述べている｡ 寄進および寺院の財貨

所有には,他の寺院 (神) と共同で使 う ｢sarPparibhoga(共有)｣と,指名された寺院だけ

がもっぱら使用する ｢presiddhi(専有)｣ の2形態がある052' Mrata翁Gakrasv豆miはこ

の ｢sa巧lParibhoga｣ と ｢presiddhi｣に基づき生産物の配分を執行できる立場にあった｡

以上のごとく,寄進物貨の数量およびその財貨の分配権から判明するように,Mrat豆fiは,土

地の占取を物質的土台 としていた当時にあって,生産関係を掌握していた人であった｡

Mrat豆a･Mrat豆負Klo負-puraの長が多大の財貨の寄進を実行 してきた経済的な裏付けは,

生産物の一定数量を供出させることにあった｡前述の Adhyapuraの長 Sirphadattaは,そ

の件について53),

〔sirphadattaは〕その prabhu (主)であったのに kutumbin(家長たち)からそ

の 豆r豆ma(園地)の ucita(正当な) d豆na(上納) を取ることなく, それにより

〔彼 らを〕pGrpa(満足な)状態においた｡

と述べている.kutumbin(家長たち)は,豆r云maを所有 していて,いつもならその 豆r豆ma

の d豆na(上納-賦租)を差し出すところだが, puraの長 Sirphadattaがこれを免除 した

という内容である｡ SiTPhadattaが puraの統治者の立場から,生産諸貨を賦租として供出

させるという支配形態を経済活動の面において実施 していた証拠であろう｡ この事実から Si-

rPhadatta-puraの長は別の碑文でいわれている ｢getackopucitasarnvatsara(年貢を

徴収する人たち)｣ にあたるのかもしれない｡54)Mrat豆缶Klo員 は, 対外的には王 との政治的

49)K.557･K.600 Est(ト3)行 (1)
50)K.424 n.2:｢sare｣･｢sanre｣の意味は sre(稲田)から派生した田地の広さの単位であるが,具体
的な数字は不明｡JCvol.ⅠⅠ,p.74.

51)K.904 A(27-28)行 (66)

52)注29)参照 pp.61-64.
53)K.53 ⅩⅨ一ⅩⅩ節 pp.64-72. (37)

54)K.44 B(4-5)行 (41)
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関係を堅持 しながら,puraを統治していた｡ その統治の具体的な事例として,Kutumbin･

住民 (後述)から賦租を徴収 していた｡ これは Mrat豆fiが神に多 くの献供をなし得る裏付け

の一つであろう｡

このほか,MratafiKlofi-puraの長が経済力を誇示できる背景がある｡ それは,前述の

ように puraには独自の dro血 (.領域)があり,その puraが sruk(棉)を従えてお り,令

種の不動産などを所有 していたようである｡PrasatK6rppo血の碑文の中には55',

plesreabhayapura(Abhayapuraの稲田の産物)〔-所有品〕:alprab(k五ulp

の長),9V豆･15ku･2ame･14konku(女児)sl豆 (横榔樹)60本,to血terp (郁子)

140本 〔引用老注記 :9V豆･15kuなどの例は,V豆･ku のそれぞれの個人名を省略し,

その人数のみを記載したものである｡〕

と書いている｡ この Abhayapuraには,pura独自の稲田があって,そこで k五urP (奴隷)

が就労 し,sla･to血telp があった｡また,puraには sruk(村)が付属 していた｡西 B左ray

の碑文には56), ｢srukvrabphohtaaisomyapura(Somyapuraに付置するすべての神

の村)｣の記事があり,Taoleam の碑文に rsrukbhavapura(Bhavapuraの sruk)｣と

載っている057)sruk (村) は puraに属していたようである｡ そして, その srukには,

｢k翁urp tarPresre(稲田をつ くる奴隷)｣がいたのであるから581, puraの稲田と同じく

srukにも稲田があって,k五urp (奴隷)がこれを耕作していた｡ 当然そこで採れる収穫物は

puraに帰属することになろう｡ また,境界について触れた碑文の中に59),｢Mrat豆員Dhana-

sv云miの srukの jen(隻)まで｣といって,Mrata翁 が srukを所有していたことを示教

している｡ puraの領域,srukの付属および sre(稲田)･k負urP (奴隷)･各種の生産財 ･

不動産などほ,puraの生産基盤を伝えてお り,PrasatN孟kBuosの碑文からは60',初歩的

な用水池擢概農業が想定できる｡以上 puraの経済圏は,srukを含めたかなり広い地域から

成 り立っていて,srukを所有する Mrat豆員 とか,puraの支配者としての Mrat豆五Klofi･

Mrat恵翁 Kuru血がこの地域共同体で生産される富をいろいろな形で取得していたのではない

だろうか｡ Mratafiが多 くの動産 ･不動産を神に寄進できたのほ,こうした puraの経済基

盤を保有 していたからにはかならない｡

Mratafiおよび Mrata翁Kloa･Mrat豆翁Kuru血は,王 (権) と直接 ･間接に臣従関係を結

び,統治秩序に関与する階層につけられた尊称ということになる｡ Mrat豆fiには,王の侍老 ･

僚吏 ･役職者 (王子の教師 ･供奉者 ･バラモン･Ac豆rya)と,puraの長 (Mrat豆fiKlofi)

55)K.357 8-12行 (95)
56)K.904 B(15-16)行 (66)
57)K.939 7行 (141)
58)K.155 Ⅱ(1)行 (92)
59)K.904 A(13-14)行 (66)
60)K.341 Nord(7-9)行 (62)
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とがあった｡ 前者は王に直属する諸職を通 じて, 後者は puraにおける政治的立場を利用し

て,それぞれ富の蓄積を行ないながら,篤信的行為 として神に多大の財貨を寄進 していた｡両

者 とも,職務上から種々の権限を持ってお り,Po五･T豆h･Ac云rya･Kur盃.kなどの titre保持

者を配下において種々の命令 ･指示を出している｡

IV ｢Kur豆k｣および ｢Klo鼓｣

Pr6angkor期の碑文には ｢Kur豆k｣の用例が15個あり, Itur豆kはこの時代にだけ見られ

る特別な titreである〔61'金山氏 は62㌧ Prasatpr的 Thatおよび Po五豆Hbrの両碑文に

おいて,死語 ･古 クメール語の対応から, ｢ある場所の長の意味｣であると述べているo

Kur豆kの15用例のうち (｢表｣参照),場所名につけられた碑文が4個ある｡ 一つの用例は63)

｢Mrat云･云 Klo五十pura名｣ と同じく,puraの長を意味する｡ ｢Kur豆kKloaVy豆dhapura

(Vy豆dhapuraの長の 〔職にある〕Kur云k)｣は,文語文の ｢Vy豆dhapureGVara｣に対応し,

｢Vy豆dhapuraの長｣をあらわすことは確実である. この kur豆kは lihgaを建立し,dvija

(ノミラモン)に命じてその li血gaに Rudramahalayaの名前をつけさせ, 祭儀を執 り行なっ

ている｡ これは Mrat恵iiKlo員 と同じ立場の puraの長で,政治 ･経済 ･宗教の実権をもっ

た人である｡ 次に,N孟kTaT孟nRayの碑文には64), ｢Kur豆kKloaSrukKrau(Sruk

Krauの長の Kur豆k)｣が,多数の k各urrl(奴隷)･稲田などを寄進 している｡ほかに場所名

の前につけられた Kur豆kは,｢Kur云kDanleKrau｣65) および ｢Kur豆kDanleKrohv｣66)

の2例であるが, これら2例が同一地名 であることは G.G(王des氏によって指摘ずみであ

り67), この kur豆kに ｢長｣の意味があるかどうか不明である｡

人名につけられた kur豆kの6用例は, 5個が男性名に, 1個が女性名についている｡ 803

年の Ⅴ左tTasarMoroyの碑文では68),

kuruflkrtajaavanagi jmab kurek kany云tgijmahnnakklo翁 (anakklo員

〔の称号〕を持ち,KurekKanyえーの名前をもつ Krtajfiavanaの長は-････)

と記載 している｡ Krtaj五avanaの kuru血 (長)は, ｢anakklo云｣の称号をもち, 名前が

｢Kurek〔-kru豆kの別な形〕Kany豆t｣であり,Kur豆kは個人名の一部になっている｡ しか

しKrtajfiavana(場所)の長であるという事実から,Kur豆kが潜在的に ｢長｣を意味するこ

61)石沢良昭,前掲書 Kurakに関する碑文 pl57.
62)金山好男,前掲書 pp.67.
63)K.109 11行,Ⅲ節 (29)
64)K.648 2-3行 (109)
65)K.2236行 (ll)
66)K.56117行 (46)
67)K.22 n.6 p.147 (ll)
68)K.124 7-8行 (73)
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とはいうまでもない｡これ以外の人名つき kur豆kの用例は,文の前後関係および死語 との対

応などを調べても,｢長｣の意庚を確かめることができない｡ しかし, Kur豆kKandayは,

Kur豆kの社会的 gradeを教えてくれる｡69)

Kur豆kKanday と sarp (共同)で Po五Givadevaは, Jesthapuraの Mrat豆員

klo免に V豆KandosとkuTaiを捧げて行 くために 〔これら2人を〕連れてきた｡

すなわち,Kur豆kKand豆yほ,PoiiCivadevaとともに Mrat豆fiKlofiJe畠thapuraの)

ところへ kfiurpを捧げに出向いている｡ この場合の kur豆k紘,Po翁と同格的な地位にある

ようであり, そして,Mrata缶Klo五-puraの長よりも下位を意味している｡ 次の Kur豆k

Hvar(女性名?)は kfiuTp を寄進しているだけで70㌧ その地位は明らかでない｡また,ku-

r豆kの前後が損壊のため判読できない碑文が3個ある｡71)

特殊な例としては,kurakが稲田の境界の目印に使用された例があり72),V豆(k各urPの男)

名の個人名化したものが1個となっている｡73)

これら15例の kur豆kには,≡ (権) と直接的に結びつく内容の碑文はなく,また王が命令

を与えている用例もないが, ｢長｣を意味する3碑文は,Mrat豆五Klo員 と同様の職務にあっ

たかもしれない.そして,王との何らかの関係が当然想定される｡kur豆kには,｢長｣の地位

にあるkur豆kと,Po負 と同格的な立場にある kur豆kに分けられる｡kur豆kのtitreが尊称

であるか,位階 ･職称であるかほ,史料的な制約があるために不明である｡

Kurak碑文の分布状況は,カンボジア北部の KorPpo血eam および Kracghで4個発見

されており,そのうち3個が ｢長｣の地位の碑文であるのは注目すべき点である｡これ以外の

11碑文は Tak6Vおよび PreiV組 の南部諸州とその周辺にあり, しかもその中の7碑文の

kur豆kが,稲田の寄進 ･売買 ･収穫 ･境界に関与している史実がある｡ さらに,kur豆k碑文

の14個までが7世紀に書かれた碑文であり,Mrata五碑文と同様にこの世紀の国内安定が反映

されている｡

次に,古クメ-ル語文の｢Klo缶-長 (Angkor期では khlo各)｣について考える｡ Mrataa

Klo員の用例のように klo缶が他の titreの後につく場合を除き,kloaは場所 ･物産 ･titre

･人名に前置されている｡klo員の用例は18個の碑文に見られる｡

Klofiの ｢長｣としての側面を取 り出してみる｡ Ta血Kra血の碑文には74),｢Kvu血Tvab

BhadracandraTp豆pIQVara申nti,Hastip豆darak!aの sruk (村-地方)の klofi｣と

)
)
)
)
)
)

9
0
1
2
3
4

0

6
7
7
7
7
7

01

K
K
K
K

1 1-2行 (74)
54･K.55 Ⅰ(12-13)行 (9)
21 1行 (30);K.73 14行 (84);K.503 2行 (22)
38 4行 (79)
8行 (82)
A(4-5)行 (157)
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あり, BhadraGandrai与Vara申ntiは Hastip豆darak!aの srukの kloa (長)の職にあ

って, Kvu血,Tvah,Tp豆p〔いずれも意味不明〕の titreをもっていた人物である｡そして

klo云srukは,碑文中に ｢geklofisruk(klo五srukの人たち)｣と書かれるほど多数いた

ことになる｡

aTPnOygetakloasrukgi tadalpnePraPOfiqivarak!apo員bhadacaktidohE:

gekarmm豆ntika phoh (すべての働 く人たちとともに PofiGivaraksa および

PofiBhadacaktiをはじめ srukの klo五 〔長〕の人たちの寄進)75)I

この碑文は,直接の生産者 もしくは住民 と考えられる ｢karm豆ntika(働 く人たち)｣および

Pofiの titre保持者 2人に協力を得た形で ｢geklofisruk(klo員srukの人たち)｣が献供

活動を行なっている｡ 次に, 地方名の前に ｢klofi｣がついて, その土地の長をあらわす碑文

がある｡76)｢alpnOybhagavatkloBpa五carえーavrahGribhadreGVara(Ⅴ･GriBhadre一

GVara〔神〕に対する Pa五car豆 〔地方の〕敬愛さjLる kloiiの寄進)｣,この klofiは kfiulp

(va,ku)を寄進 している｡ また,klofiが srukより広い領域をもつPuraの前に置かれた用

例がある｡それは V去tTh16血の碑文で 7),｢k豆laklo云bhavapura(Bhavapuraの klo員の

時世に)｣とあり,klofiは ｢puraの長｣を意味するが,同碑文には2カ所に ｢MrataiiKlo五

Bhavapura｣の例題があるところから,KloiiBhavapuraは尊称 Mrat豆缶が省略されたも

のかもしれない｡ これら4碑文は,いずれも場所に klo丑がつけられた用例であり,｢-の長｣

を意味する titreである｡ klo丑 と同様の事例は場所名の前に ｢kuru血｣がついて,その地域

の長をあらわ している｡78)

さらに, kloaは物産の前につけられて, ｢KlofiM豆dhu(蜜の長)｣79)および ｢T豆iiAfi

Klo員Ra血ko(T云五A員 の 〔titreをもつ〕米の長)｣80)のごとく,物産の職務を司る ｢長｣を

意味 している｡ また,｢klo五ge(人々の長)｣の用例もある｡ ｢oysatravrahkloiige(人

々の長に神の奉納品を充てる)｣という例 81',｢pofikum豆raGantitaklo五ge(人々の長であ

る PofiKum豆ra与anti)｣の例があり82), ｢klofige｣には,Pofiの titreをもった人が就任

していたようである｡ 以上の 4例は, klofiが 物産 ･geの前につ けらjtた時, それぞれの

｢長｣もしくは ｢責任者｣を意味 していることをあらわしている｡

また,語句の意味から klofiの職務を知ることができるO｢KlofiJheVraiy(森の樹林の長)｣

75)K.41 4-5行 (80)
76)K.728 1行 (151)
77)K.1 2行 (74)
78)K.124 7行 (73) および K.451 S(12)行 (45)
79)K.37 3行 (78)

80)K.44 8-9行 (41)
81)K.726 A(16-17)行 (157)
82)K.1 3-4行 (74)
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は森林に関係する人であろう｡83)それから,別の titreに先行する場合がある｡｢Klo五T豆缶｣84)

とか,｢Klo翁Po缶｣85)･｢Klo負T乏血｣86)紘,｢Klo負｣が ｢長｣を意味するかどうか不明であるo

KloBに関しては,Mrata員,Kur豆kの用例 とちがって文語文の対応がなく,これより詳しく

Klo翁 の属性を探ることは不可能である｡

上記の klofiの用例以外は,klofiはすべて人名につけられている｡ klofiの人たちは稲田

･k員urP などの寄進 ･供奉に関係していた｡ TaoIA血Khv左Vの碑文では87),｢Tnahvn豆k

(グル-プ)に属するすべての yajam豆na(供奉老)klo負の人たちとdo血 (ともに)Mrat云鼓

Mahe与VaraSV豆miの arpnoy(寄進)｣とあり,kloaの人たちは Mrat誠 の寄進に加わる

ことができた.Klo五T豆血および KlofiU血の2人は88),Mraは.員を含めて,rtelsittavra卑

(神にすべてのものを与えた)｣人たちであるという｡ また, 別の碑文では89), ｢kantaita

yajam豆natavrab (神-の供奉老からの奴隷の女)｣として,｢klofimrat豆血vrau1klo五

y豆血au1ge2(KlofiMrat恵血Vrauが 1人 〔を捧げ〕,klo員Y乏血Auが1人 〔を捧げ〕,

〔合計で〕2人)｣の奴隷の女を Ga血karan云･r豆yana神に献納している0Klo員JvikSoは90'

PofiBrahmaeaktiとともに Ked庖re与Vara神- kfiurP,tmur(午),krapi(水牛),to允

tnerp (郁子),slatnelp(積榔樹)など多大の財貨を寄進している｡SarPbuorの碑文では91)

KloiiPofi,CarPk豆rLiの KlofiSarPvok,T豆血Kanme血の3氏が,｢geyajam豆navra卑

gecuhta血aivrahh(神の供奉者であり, 神の祭儀を行なう人である)｣と述べている｡ 人

名に klo翁の titreをつけた人たちは,財貨の寄進者 ･供奉者であり,祭把を挙行する人でも

ある｡ そして碑文を詳解していくと稲田 ･田地に多 くのつなが りがありそうである｡

Klo員 は,場所 ･物産の前について ｢長｣をあらわし, 人名に付加した場合は, ｢供奉老｣

｢寄進者｣が多かった｡ しかし, 他の titre保有者が klo負 を名乗 り, かつ 別名もある点か

ら,klo員が職称であるとも考えられるが,人名に前置する場合は klofiの原質的な意味がよ

りぼやけてしまう｡ ただ,総じて言えることは,神々への献供ができる社会的地位および経済

的な力をもった階層だということである｡ klo員 の地理的な分布は,カンボジア北部の碑文が

3個だけで,あと15個は南部で発見された碑文である｡

83)K.79 18行 (27)
84)K.561 13,31行 (46)
85)K.664 2行 (112) および K.22 25行 (ll)
86)K.66 6行 (83)
87)K.562 1行 (110)
88)K.66 6-8行 (83)
89)K.926 5行 (6)
90)K.582 3-7行 (59)
91)K.664 2-4行 (112)Klo五-供奉者は K.726 C(14)行にもある｡ (157)
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V ｢Po魚｣の属性

｢Pofi｣は,｢Mrat云員｣ とともに Preangkor期の古クメール語碑文中に頻出する titreで

ある｡ その語義は,チャム語の ｢Po血-貫瀕｣に相当 し,現代カンボジア語では ｢Poh-長兄｣

の意味である｡92) po員 は, 前述の Mratafi･Kur豆k･Klofiとは異な り,一,二の例外を除い

てほとんどが人名の前に付加さカ-Lている｡ PoBの人たちが,どんな哉務に携わっていたかを

調べ,Po翁 の titreの本質およびその諸側面を考えてみる｡

まず,死語文との対応によって Po負 の titreを検討する｡ 681年の TaoIAhTn()tの碑

文は文語 ･古クメール語で書かれている(93)

qrikhapqali血geyaddattarnbhavacandrenayaJ-van豆 (供奉者 Bhavacandra

によって GriKha再alihgaに捧げられたもの)〔死語文〕

satranivandhapletdaiy豆yta vrahkalpmratahaftcrikhandalipgaman+ 4f

pofibhavacandraoysa豆kra(PofiBhavacandraが賦租 として与える Ⅴ.K.A･

GriKhaや4alihgaへの寄進 と他の収入の決定)〔古クメー ル文〕

Bhavacandraは ｢yajvan供奉老｣ であり,Po翁の titreをもっている｡ TrauTasar

の碑文では94), 文語文の ｢yajvanpEに, クメ-ル語文の｢poiij豆nya5am豆na｣が細心して

いる｡639年の碑文には Po缶 の役割がはっきり書かれている095)

arpnoypofita血hv豆ytpalgulJraykarPput1tpalsukgal早tO血terp 40sre

sanre60(これら園地の産物を 〔神に〕捧げる 〔役 目をする〕 Po員 の寄進 ･'JI･ay

ltafpputの園地 1枚,SukGalp の園地 1枚,郁子40本,稲田 60sanre)

また, 685年に Mrat恵員 Devasv亘miが dirghasatra(大供犠)の挙行に際 して, Pofj

Grutaに対して ｢nucam (供物)｣を託 している〔96'さらに,Trap弛 Tholpの碑文では97'

｢pofiklofikroTilta亘C豆ryyayajam豆na(供奉者の長である PofiKlofiKrorp)｣と述べて

いる｡ 以上の事実から,Po丑は ｢供奉者｣ ｢寄進者｣であり,この立場を可能にした背与封土,

nivandha(収入)･豆k〔a〕ra(航程)および多 くの不動産への関与であると思われる｡ これは

Po員の titre保持者の ｢供奉者｣的側面である｡
∨

次に Pofiの ｢侍老｣的側面を取 り出してみる｡PhumCreiの碑文では98),クメール語文の

｢Pofiyajam云na｣に対 して 焚語文では ｢yajvan｣ と書かれ, その人物は 同時に ｢〔王の〕

92)Aymonier,E.1903.LeCambodge,vol.Ill.Paris.p.446.
93)K.561 Ⅲ節 7-8行 (46)
94)K.709 Ⅰ節 4行 (23)
95)K.9 27-28行 (26)
96)K.154 3-5行 (48)
97)K.423 B(1)行 (loo)
98)K.563 Ⅰ,Ⅱ節 3行 (56)
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bhrtya (侍者)｣でもあると書いている｡

KもkPrahK6tの碑文では99), 文語の ｢bhadr豆yudh豆khyenabhrtyen豆yudhavrttin豆

(軍隊の訓練をするその侍者の Bhadr豆yudha として)｣が, クメール語の ｢arPnoy pofi

bhadr豆yuddha(Po負Bhadr豆yudhaの寄進)｣に対応する｡ Poa の titreをもった Bhad-

r豆yudhaは bhrtya(侍者 ･奉仕者)であり,しかもその職務は軍事訓練の担当である｡ この

場合の bhrtyaは i申navarman1-の讃仰碑文の中に書かれているところから,bhrtya-

Po員 は王のもとで軍の要職に就いていた侍者 ということになろう｡

Pofiは生産関係者でもあった｡ 前述の供奉者 Pofiのことを記載 した639年 の碑文には,刺

の PofiMiのことが記されている0100)

arpnoypo五mikepguitpalcre血sresanre80(これら 〔の稲田〕を集めている

者 PofiMiの寄進 :Cre血の園地 と稲田 80sanre)

PofiMiは, ｢kep(〔田地 ･穀類を〕集める人)｣の意味であるから, 粗米 ･穀物を集める

仕事をしていた人であり, 当時の生産基盤の田地 ･稲田に 関係した 人であろう｡ G.Cced占S

氏は101), この ｢kep｣の意味を考察して, Korppo血ThorP から発見された K6kRokaの

碑文に載っている名前不詳の ｢dh豆ny豆karapati(穀物庫の長)｣ の職種に相当すると述べて

いる｡ 加えて,寺院-の k五u巧1および稲田の献供を書いた碑文中に102),

PofiGopadatta および Po五Kum豆raGaktiは tilohnusre(稲田を買い戻し

た)｡ge(この人たち-2人の Po員)は,vrah(秤)に対して 10m豆sl03)〔の稲田〕

を lak(売る)

とあり,この Pofiの2人は,稲田の売買に関与していた｡ さらに稲田売買の背景を考えるな

ら,｢Pofii申naguptaから出た稲田｣および ｢sruvrab (神の粗米)｣と区別する ｢srupo負

(po員 の粗米)｣の記録からも104),Po員 の稲田の所有が当然あったようであり,それ故に,売

買も寄進も可能であったことになる｡ これらの碑文は, Po缶 が粗米 ･穀物の収集および稲田

の所有 ･売買に関係していた人々であるという事実を伝えている｡
∨

また, Po翁は k缶uTP (奴隷) の管財人であった｡ 前出の Phum Creiの碑文では105㌧

PoiiNideGOtS弘a と KlofiGotraが N豆r豆yapa神に kfiurP(3ku･2V豆)を捧げ, もう

99)K.90 Ⅲ節 2-3行 (13)
100)K.9 18-19行 (26)
101)｢kep｣は,籾米などを集めるという現代カンボジア語｢kb'p-集める･収集する｣にあたるoIC.vol.
Ⅴ,p.

102)K.22
103)K.22
104)K.726
K.424

105)K.563

104

38n.3.;K.155 5行 (92)
23-25行 (ll)および JC.γol.ⅠⅠⅠ,p.146m.3参照｡
ZC.vol.III,p.146n.4参照c
B(7)行 (157)
6行 (101)
12-13行 (56)
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一人の Pofi(名前不詳)は,

pofis豆peksa tage-palprekanlofLpanlaspofinideGOtS弘a (Pofiが人たち

〔-k五urp の人たち〕を監祝し,〔その Po翁は〕Po員NideGOtSahaの代わ りに 〔寺

院〕における仕事を受け持っ)

と述べている｡PoBは,寺院の場において kfiurp(奴隷)を監督 ･管理する人であった｡Ta允

Ltra血の碑文には106, ｢k缶ulpVn云kpofiyajam云na(供奉者の Po云たちのために働 く (級

隷〕｣という内容が載っている｡ この場合において,仕事を手伝 う kBuTPが Po員のために割

i)当てられている｡ もしくは Poii自身が k缶urP を所有していたことを示唆している｡ Pofi

碑文の大部分は, 確かに多数の kfiulp寄進を記載しており, これは Po員 が k翁urp を所有

したことと関係があるかもしれない｡ 以上のごとく,Pofiは k五urpの管財人であり,また所

有者でもあるようだ｡

Pofiの信教的な生活について触れてみる｡ Poiiの篤信ぶ りは諸財貨の寄進によって証明ず

みであるが,PrasatNakBuosの碑文では107),

gedharmmikapoiimya血po五bhuvan豆ditya(PoiiMya血およびPofiBhuva-

n豆dityaの 〔ごとき〕信心深き人たち)

と書かれている｡Po翁が ｢gedharmmika(信心深き人たち)｣と表現されたのは,その宗教

的側面を伝えるものであろう｡さらに,683年 AmareGVaraに k缶urp を寄進 した Mrat5丘

Vidy豆kirtiが108),寺院に居住する人について,

p豆damiilataanauvaripanlas1vicesagup1pon--･ra血kosocarpnarPナ

ge豆ytavrabkamrata血aiilib2(〔ここに〕住んで崇敬されている人たち ;1人

の vari〔意味不明〕代理人, 1人の特別の番人, Pof1--･神のところに住む人たち

に当てられた白米 :2lib)

と説明している｡Po缶は寺院に住み,padamGla(敬われる人)であって109),食糧はMrataa

が献供 してくれるという｡ この2碑文から, Pofiの生活環境および信教的な日常を知ること

ができる｡

以上,碑文の検討により,Po免の人たちには,yajam豆na(供奉者) として供物 ･寄進を司

る人,bhTtya(侍者) として軍の職務を担当する人,粗米 ･穀物を集める人および kfiurpの

監視人など,諸職 ･諸役についていた階層であり,諸財貨を所有する寄進者層であることがわ

かる｡寺院に住む Pofiは,｢geaharmmika(信心深い人)｣･｢p豆damGla(敬われる人)｣

106)K.726 C(8)行 (157)
lo†)K.341 Nord(4)行 (62)
108)K.127 9-10行 (47)

109)｢padamtila｣は,焚語からクメール語化した語句で,Angkor期では高位の人につけられた敬称的な
titreである｡JC.γol.ⅠⅠⅠ,pp.23-24∩.5参照
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であり,信教生活を営んでいる人であった｡ このように,▲Poa の titreは特定の階級 とか,

ある種の決まった職業に携わっている人だけに付けられた titreではなく, Mrataaと同様

に,むしろ尊称 として人名につけられた称号であろう｡

Poaの碑文は46個であるが,JayavarmanI治下の碑文が6個,i申navarmanIおよび

Jayadeviの治世のものが5個ずっあり,残 りは大部分が7世紀に属する碑文である｡ これら

3王の統治は,国内の統一 ･安定 ･発展をつ くり出し,稲作を中心とする農業生産が増大し,

そうした社会体制の中で, 多数の Po缶が活動したことは,Poa 碑文の 数量 ･内容からもい

える｡Po免の碑文は全国に分布 しているが,その3分の2は南部諸州から発見されている｡

Ⅵ Poiiの社会 ･経済的性格

尊称 Pofiが付けられた階層は,供奉老 ･侍老 ･生産関係者 ･管財人 ･信教者として各種の

職務に就いていたが, Pofiはこれらの職場を通じて社会秩序の枠の中で, どのような活動を

展開したかを検討 し,それによりPo且 の社会 ･経済的な性格を明らかにしたい｡

Pofiが載っている最も古い碑文は,611年の A血gkorB6r6iの碑文である｡110)PoiiUyは

多 くの財貨を神に献供している｡

Po五Uyは Kpo五Kamrata血Afi神に k免urp(4va･2ku･1kon),tmur(午)60

頭,krapi(水牛) 2頭,vave(山羊)10頭,to血tnerp (郁子)40本,ATPPO血に

在る sre(稲田)2sanre〔など〕を寄進する

と書いてあり,寄進財貨から考えられることは, 7世紀初期において社会組織の中で Po缶が

多 くの 資材を寄進できる経済力 とその 地位にあった ことを示す ものである｡ PofiVajra-

bhedaは111),ghoda･kantai･ame(いずれも奴隷)48人,krapidneTP (つがいの水牛)10

組,to血terp (郁子)10本, slatern (楕榔樹)400本, それに, 7カ所の sre(稲田)など

を MapiGiva神に捧げている｡Po免Si血は112',神に 6V豆･6ku(男女6人ずっの奴隷),収

穫が合計で 18tloh113)もとれる sre(稲田)10カ所を併せて献じている｡ これら寄進内容は,

当時の基本的な生産基盤を示し, 経済様相を反映 している｡ Po缶 がこれら財貨に関与できた

ことは,Po免の社会経済的な地位を示 しているにはかならない｡

Pofiのこの社会的地位が確立できた背景を探ってみる｡ それは王 (権)･支配層との社会関

係に基づいている｡Po免は,前述の通 り ｢VrabKalprat豆血A邑 (王 ･貴顕)｣および ｢Mra-

t豆fi｣から命令もしくは指示を受けて,それに従事 している｡JayavarmanIが Po丑.に対 し

110)K.557･K.600Nord(1-2)行 (D
111)K.560 1-12行 (108)
112)K.790 1-18行 (129)
113)｢tlofL(Angkor期 thlva丘)｣は米穀の収穫高の単位であり,焚語 ｢kh云ri｣に相当する｡その数量は

不明である｡ K.561JC.γol.ⅠⅠ,p.42n.1.
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て 次のような命令を下している｡114)

karPmrat云血aficrijayahavarmmaoyta ponlGVaraCitanupofiparpreta～

gipramathagapa(Ⅴ.K.A.Jayavarmanはそれら 〔の財貨〕を Pramathagapa

〔体刑執行人 門 の PofHGVaraCitaおよび parPre〔倖老〕である Po丑 に与える｡)

と述べ,Pofiは王の官吏 (体刑執行人 ?)･侍者でもあり,その立場から諸貨を取 り扱ってお

り,王権 との結びつきは密接である｡Ⅰ申navarmanIは,PofiBhar豆yudhaの奉納品に関

して勅令を布告 し115),その財貨が Cakratirthasv豆min神のpresiddhi(専有)であること

を明記 している｡また,Po五Totilは116',JayavarmanIの 豆j負え (勅令)碑を設置 したと

いうoPo五･Kum云raqantiが ｢gekloa(人々の長)｣であるところから,Po員 は権力などに

結びつきやすい政治的な立場にあった〔‖7'MrataiiDevasv豆miは,Poa2人に供奉の仕事を

指示 している｡118'これらの事例により, Pofiは諸戦役を 通じして王権および Mrata魚 と政

治的関係を結びながら,社会 ･経済的な地位を保ち,篤信のための寄進が可能な富財を蓄積で

きたのであろう｡ すなわち,Po缶は王権 ･Mrat豆fiとの必然的な連携を背景に,諸職務を遂

行 していたと思われる｡PoaBhavacandraは神への 豆kara(賦租)･nivandha(収入)を決

めている0119)同じ碑文の中の Po缶Vidyakum豆ra は, Kailasovara神の収入と, ｢psarrl

paribhogatavrabkaqlmratahafi与rikhap申lillga(Ⅴ･K･A･Khapqali血ga神 と 〔の

収入を〕共同にする)｣ことを述べ, 具体的に ｢ra血ko(白米) 1tlofL,arPValの布地 :1

vlalI｣が pratisarpvatsara(年間)に Khandali血ga神に当てられた (jalpnOn云kara)賦

租の支給)であるという｡120'Pofiは神 (寺院)の財政に関して采配を振っていたのであるっ

Therav哀daの存在を示す PuCabA五 (｢わが老師｣の意味)の caukarlltOn〔Angkor期

では karrltVan〕 (甥 〔姪〕の息子)が,Po缶であり,その Po缶が寺院の財貨に関する pre

siddhi(専有権)を持っている｡

preguisiddhaaitaγrabnipo員.cubhakirtticaukalptOngepuCaba五(柿仁コ

〔Buddha?〕にだけ捧げられたものを専有する権利は, Pu Cab.A免 の甥の息子の

PofiCubhakirtiにある)121))

Pofiは, 寺院の 歳入 (豆kara･nivandha)の実質的な 決裁や sarPparibhoga (共有)･

presiddhi(専有)のことで諸権限を行使 していた｡Pofiの ｢供奉老 ･侍老 ･管財人｣の職

114)K.38 9-10行 (79)
115)K.90 Partiedroitedulinteau 1-4行 (13)
116)K.44 A(13)行 (41)
117)K.1 3-4行 (74)
118)K.154 A(5-10),B(3-7)行 (48)
119)K.561 7-8行 (46)
120)K.561 34-37行 (46)
121)K.49 14行 (35)
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務は,王および Mratafiとの結びつきにもとづき生じてくるものである｡

次に, Po缶の titreの経済的側面を考えてみる｡Poaが生産関係者であることは述べた｡

Po缶は楓米 ･穀物を集める人で122), 稲田の売買に介在 し,穀類 ･稲田を所有できる社会的地

位にあった階層である｡ 当時の経済は,土地の占有を物質的土台 とし,稲田は重要な生産基盤

であった｡ 前述の Po五Gopadatta と Po五Kum云･raGaktiは稲田の売買に関係 していた｡123'

657年の碑文では124),数人の Poaが神に稲田を寄進 しているが,｢sremrat豆abh豆kvsuma

(Mrat豆fiBh豆 Kusuma の稲田)｣ と併記して ｢srepo員.ch豆fi(PofiCh豆fiの稲田)｣･

｢srepo員(Po免 の稲田)｣の記載がある｡ 別の碑文には125), ｢sreprad豆naponvrau豆y

trava血ru血(Trava血Ru血にある Po五Vrauの供与する稲田)｣のことが書いてある｡ こ

れらの史実から,Po負は sre(稲田)を占有もしくは所有していたことになる｡

稲田の売買 ･寄進は,それが商品貨幣的な意味をもっていた当時において, ｢富｣を考える

一つの指標になりうるのである｡639年の TaK占Vの碑文では稲田の取引きについて126),

srukの V.K.A.Karpmrat弘 〔地方神または Srukの長〕 と j豆hv(取引きした)

Jla血Kaolにある m豆の 2jeの arPru血 (面積)をもった稲田は, jn豆hr(価格)

として d豆r(求められる)srti(粗米)が 10tlo血 で, この値段を dmar(請求す

る)のほ,PoaGvetaである

と述べて, Jla血Kaolの土地の由来, ｢m豆の 2je｣127)の広さおよび買収値段が 10tlo血 の

粗米であり,Po免Cvetaが稲田の代金 として請求 したことを詳 しく説明している｡ この稲田)

紘,Mrata五i申napavitraが Kpo五Kamrata血A五神に寄進 した稲田の一つであり,それ

ぞれの稲田の元の所有者および価格を列挙している｡ ｢Poa Sy豆m が供 した sre(稲田)紘

2je,jnahv(値段)は arPvalの布地の 1yau,1vlabJである｡128'PofiYu血が供した

柿田は,canlekyugala(倍幅の布地) とsrti(粗米)が取引き値段 となっている｡PofiLab

Aa の稲田は prakso(洋銀)1li血 が価格 となっている｡129)稲田の取引きには,canlek(布

地),srd (粗米),prakso (洋銀) などが代価 として支払われていて,物々交換による商取

引きが成立していた｡稲田は最も貴重な商品貨幣であることを物語っている｡

Po邑Vimalaは,稲田以外の不動産を借財の支払いに充てている｡｢ktin(借財)の弁済 と

＼ーノ
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K 9 18-19行 (26) および K.155 Ⅰ(5)行 (92)
K.22 23-25行 (ll)
K.493 21･27,29-30行 (33)
K.30 25-26行 (77)
K.79 9-10行 (27)

a
K
m

a
.

C(fdes氏は,｢2je｣は ｢1m云｣であると述べている (ZC,vol.ⅠⅠ,p.71n.6)0
79 13-14,15-16,17 (27)

.叫
7

ほ重量の単位であって,たぶん現代カンボジア語 ｢darP1卓も｣に相当と思われる｡ (IC,vol.ⅠⅠ,
n.3)
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して Po五Vimalaから 〔差し出された〕karom (低地), 同じく 〔彼から差し出された〕そ

の土地の to血 (郁子)および sla (横榔樹), Po免が so血 (返却する)ものは,srd (粗米)

140〔tlo血?〕,to血17本, canlekL布地) 17yau｣である｡130)Po缶 は, Karom (低地),

to虫,slaなどを所有しており,Pofiの稲田保有 ともあわせて考えるなら,土地の占有者的側

面を見逃すわけにはいかない｡そして,これらの不動産が借財の弁済に有効であったことを示

す内容である｡ さらに,｢k負.urnvn豆kpofi(Pofiに属する Kfiurp)｣という記事により, こ

れらの田地 ･不動産 と直接的に結びつ く kfiu叩.(奴隷)の所有が考えられるcl31)

以上,Poa の経済的側面をみてきたが, Po缶は稲田をはじめとする各種の不動産を保有し

かつ, それらの不動産は, 売買 ･負債の支払いに あてられる物品貨幣 として効周をもってお

り,canlek(布地)･srd (籾米)･prakso(洋銀)などと物々交換による取引きも行なわれ

た｡ kaurP (奴隷) と土地の保有は,Pofiの経済人的側面を端的に示 している｡ また,Po灸

は穀類なども所有 していた｡

ほかの titreとの比較 ･対応によって Pofiの社会関係がさらにはっきりしてくる｡Pofiと

Mrat豆魚の関係は, Pofiが kur豆k とともに Mrat豆邑Kloiiのところ- kaurp (奴隷)を

連れて参内した り132), Pofiは Mrat豆fiの指示に従っていて133), 逆に Pofiから Mrat五色

に命令を出した例はない｡Mrat忠fiの階級層にはバラモンがいたが134),Pofiの用例の中には

見あたらないことも,Mrat豆fiと Pofiの相違である｡ PoBの土地占有者的側面を利用して,

Mrat豆.缶は寄進する稲田をほとんどPofiから調達している｡135) この事実から,Po負は戦役の

つなが りで Mrat恵fiと親密な関係にあるが,Mrat恵fiよりも下位の社会 gradeを示すようで

ある｡ Kur豆kの場釦 よ,Kur豆kKlo免を除き Po翁.と Kur云kは同格的な地位にあるが136),

Ac豆ryaには Pofiが指示を与えている｡137'Klofiは職名的色彩の強い titreであるが,Pofi

が Klofiの titreを冠することがしばしばあるcl38)

poaは, 供奉老 ･侍老 ･管財人 ･生産関係者 ･信教者として, 各種の職 ･役務についてい

た階層である｡ 供奉者 ･侍者 ･管財人は,王 く権)･Mrataiiと結びついて諸権限を行使し,

諸職務を遂行 していた｡ 生産関係者は, 稲田などの不動産, canlek(布地)などの動産,

k負.urn (奴隷)を保有 し,これらの財貨を売買 ･寄進 ･負債の支払いに商品貨幣として使用し,
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019K 13- 14行 (28)
131)K.726 C (8)行 (157)

K
K

1 1-2行 (74)
46 A (9)行 (81)

134)K.910 Ⅱ 節 ,3行 (28);K .438 Ⅳ 節, 11行 (18)

9
1

1
1

∩/

4

K
K

K
K

j
r - 23行 (27),K.493 30- 31行 (33),K .910 11行 (28)

1 -2行 (74)
4 -5行 (74)
4 5行 (80);K. 2 2 2 5行 (ll);K .664 2行 (112)
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これはPo缶の経済人的側面を示している｡ 前者は王権 ･Mrat豆丘 との関係でぱく大な財貨を

扱い, 後者は生産のための諸資材の保有によって財貨を貯えていた｡ Poaが多大の財貨を寄

進できる理由は,こうした Poaの社会経済的な立場において可能であった｡

Ⅶ 少数の titre･諸職の長 ･宗教者 ･住民 ･k品up

1) 少数の titre

Acarya,T豆h,T誠,Aaの titreは, Mrat豆a･Kur豆k･Kloa･Poa よりも使用例が少な

く,また碑文内容の制約から見落とされてきた｡

｢Ac豆rya｣は,焚語で ｢師範 ･発生｣を意味し,クメール語文中にそのまま使われている｡

Bas6kの碑文では139', 死語文の ｢Bh豆gavataDharmapala｣とクメ-ル語文の ｢Acarya

Dharmap豆la｣が対応し,Ac豆ryaDharmap豆1aは神に kfiurP(V豆･ku)を寄進している.

629年の Kd6iA血の碑文では140'焚語文に ｢Ac豆ryaVidy豆vinaga｣,クメ-ル語文に ｢Acえー

ryaSamudra｣が載っており,前者は li血gaを建立し,後者は Po負,Kur豆k,T乏血の人と

ともに共同で, k且urP(V豆)を寄進しているo Po五givadevaが Jesthapuraの Mrata五

Klofiに差し出した kfiu工p を141),

Poa〔Kum豆ra申nti〕が彼ら 〔V豆Kandos･kuTai〕を lob (買い戻す)142)ことを

Ac豆ryaI申nadattaに任せた

と述べている｡ Ac豆ryaは Pofiから指示を受けており,また, MrataiiKloaBhavapura

からも直接仕事を委ねられている｡143'従って,Ac豆ryaは Poa と同等,もしくはそれより下

級の侍従であった｡Mrat豆iiの項で述べた ｢arPnoy豆C豆ryamrat豆fi(Mrata缶 の 〔titre

を持つ〕Ac豆ryaの寄進)｣には,多数の 姐 urP(40V豆,115ku,子供たち)が Ratne与Vara

神に捧げられたという0144)最も古いクメ-ル語碑文 (611年)では145),Kandin〔場所名〕の

Ac豆ryaが Ⅴ豆8人を献供している｡ 稲田に関係した Ac豆ryaは, Ac豆ryaR云madeva146,,

Ac豆ryaVi印udeva147',Ac豆ryaDharmaGuddha148'などである｡Ac豆ryaは Mrata免Kloa
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Ⅹ節,23-25行 (34)
K.55 Ⅰ(Ⅰ,Ⅲ)節 14-15行 (9)
4-5行 (74)

｢lobJは現代カンボジア語 ｢louh-racheterunesclave｣にあたるo(Gueston,J･1930,Dictionna-
ireCambodgien-Frangais,Paris,vol.1,p.251).

143)K.1 6-8行 (24)
144)K.149 2-3行 (15)
145)K.557･K.600 9-10行 (1)
146)K.2221行 (ll)
147)K.75720行 (121)
148)K.7922-23行 (27)
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のもとで仕事に就いているようであり,Pon,Kur云k,T豆h の人 と同等もしくはそれよりも

低い地位にあって,姐 uTrl関係の取務に多く携わっている｡ これらの用例だけでは Acぇrya

の属性は明らかにな りえない｡

｢T云fl｣について調べてみる｡phu-hu'uの碑文には149),T豆血Kanme血Mrasir,T豆血Ka-

nlab,T云血Rutの3人が,tpal(園地)を寄進 している｡ この3人は女性であり, T豆hは

女性名に付いている｡ また, Bhavapuraの Mrat息fiKloiiが ｢T豆hSpu血 〔女性〕, T豆h

Bho〔女性〕｣に仕事を委託 したという記事がある｡150) しかし,va･ku･S15telp (横榔樹),

sre(稲田)を寄付する T豆血Vidy豆deva151',Klofiの職にある人たちとともに祭能に関与す

る T云血Kanme血152),稲田を捧げた T豆血 Arpvi153)の諸氏は, 男性に付けられた用例であ

るoT誠 から派生 した ｢T豆血Af上 の例がある｡｢arponyt云血afiklo石.rahko(米の長 〔で〕

T豆hAfiの 〔titreを持つ〕人の寄進⊥があり154-, 女性の寄進者が T豆hAiiの titreを持

っていた例もある｡155) T云血 は, 多 くの場合女性名の前に 付けられるが, 男性にも付加され

る｡ 種々の職務についており,Kur云k,Kloa,Pofi,Ac豆ryaの titreの人 とともに列挙され

ている｡

｢T誠 ｣に関しては, Sarpbuorの碑文の中で MratafiKum豆rasv豆miが TilakeGVara

神に寄進 しているが156),その献供晶を, ｢t誠 guitayajam豆natavrab (神に供物を捧げ

る Tafi)｣がいた｡T誠 は Mrata最に直属し,供物 ･献納品の仕事を担当する下級役人であ

ろう｡ このほかに稲田 ･園地の寄進をする人の中には, ｢vrabA五｣,｢Pune血｣,｢Puv豆hJの

titreがある｡157)

碑文を通読 してい くうちに, 人名に前置する titreとは逆の ｢人名十Afi｣ の形式で titre

が出て くる｡ ｢nakkpalpmretaVrab panlasmrat豆邑 (神に奉仕する人たち,〔彼らは〕

Mrat云免の代理人である)｣と述べて155), ｢Kn云yAfi｣をはじめ11人の ｢名前+Afi｣が連記

してある｡ これ と同様の用例が, Prasatk,vJmpo血の碑文に17人の ｢Afi｣が載っている｡159)

以上,少数の titreは史料上の制嵩があり,その属性や社会関係などがわか りに くい｡

149)K. 9 14- 17行 (26)
150)玩. 1 6- 7行 (74)
1 5D K.80 8- 10行 (12)
152)K .664 3- 4行 (112)

153)K,493 26行 (3 3)

154)K.44 8- 9行 (41) および IC,vol. II,p.12,n l 1･参,Ff,T:;te

155)K. 98 1行 (86)

156)K.664 1- 3行 (112)
157)K. 9 13, 21, 23,32の各行 (26)

158)K.137 6- 9行 (53)
159)K.357 3-- 5行 (95)
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2) 諸 職 の 長

碑文の中には titreを書かず担当する職種だけ記したものがある｡ まず, 軍事関係者では

｢Yuddh豆pramukha(戦士の長)｣160㌧ ｢P豆rigr豆ha(徴兵官)｣ と ｢Sahasravarg5.dhipati

(千人の軍士の長)｣161), ｢Yodha(戟士)｣162)などである｡ 社会 ･経済関係の人には, ｢Mah豆I

nauvaha(案内者の長)｣163), ｢Dh豆ny豆karapati(穀物庫の長)｣164), ｢SamantagaJapati

(象使いの長)｣165), ｢vapij豆m adhip豆-khloavanik(商人の長)｣166)がいる. 政治の関係者

には ｢Am豆tya(大臣)｣167',｢paric豆raka(侍者)｣ および ｢MahaGVaPati(大官廷役人)｣168),

｢R豆jasabh豆pati(王の会議の長)｣169),｢S豆mantanrpa(属王)｣170)などがあった｡これら諸職

の長たちは,いずれも寄進に携わっている階層である｡

3) 宗 教 者

古代カンボジアの社会においては,諸 titreの保持者および諸職の長が篤信の具現として神

へ多大の財貨を献納しているが,碑文はその事跡を克明に伝えている｡寺院には,これら寄進

者階層に宗教的行為と生活基盤を結びつけて諸貨の供奉を正当化していた僧侶 ･宗教者が存在

した｡これは寄進者から財貨を受領し,それを寺院の維持のために運用していた聖職者階層の

ことである｡PrahKもkaLao血の碑文では171),

｢parPnosgi tatvepdj豆vrabkamrat豆血afi(神への信仰を強くもつ僧)｣｢parp-

nostapo§tagi nobvnarpvrabkamrat乏血afi(神の寺院で役務を行なう僧)｣

と述べている｡ 寺院には信仰生活を送っている ｢parPnos(僧)｣がいた. はかに, ｢parpnos

parpjubvrabkamrat弛 a五 (神の parPjub 〔意味不明〕の僧)｣ がいたり172', devapuJa

(神の祭柁)の仕事をする Rudrabhaktiという名前の yati(苦行僧)がいたのである｡173)

各種の寄進財貨は僧の責任のもとにおかれていた｡174)

k!etra(田地),go(午),mahi!a(水牛),豆rama(園地),bhrtya(-d豆sa奴隷)

)
)
)

､ヽノ
)
)
)
)
)

-ヽノ
ーヽノ
)
)
)
)

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
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1
1
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1
1
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K.726 A(ll)行 (157)
K.725 ⅩⅤ,ⅩⅥ,ⅩⅨ節 (57)
K.81 8節 (52)
K.133 1行 (90)
K.155 Ⅰ(5)行 (92)
K.140 3行 (43)
K.259 Sud(ⅠⅤ,Ⅴ)節 (158)
K.53 7節 (37)
冗.725 ⅩⅤ ⅩⅠ節 (57)
K.762 Ⅵ節 (40)
K.151 Ⅱ節 (16)

44Ⅹ B(8-9)行 (41)
K.18 25行 (69)
K.439 Ⅶ【節 (55)
A(Ⅳ)節 (41)
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など全部の dhana(財)は特定の puru!a(人)のものではなく,tapasi(苦行僧)

の patya(所有する)ものである｡

寺院の諸貨はすべて t豆pasi(苦行僧)の掌中に帰属し, これ以外の俗人が保有できないこ
∨

とを明記 している｡ HanCeiの碑文では175),dasa(奴隷),go(午),k!etra(田地)など

が, ｢devay云jaka(神の供犠老)｣の権限下に置かれていると述べ, ｢devadravya(神の財

貨)｣もあった｡寺院においては僧 (parpnos･tapasi･devay豆jaka)が居て,寄進諸貨の運用

に関する権限を握 り,僧以外の人が介入することを禁じていた｡それは,寺院保有の財貨が他

の財貨と明瞭に区別されていたことを示しているoGivap豆da神に捧げられた k五urp (奴隷)

･roddob (二輪車)･dvak(小舟)など16種の生産材は当時の経済様相を伝えているが176',

plnPho血adhina豆ytageparpnv豆sacastathvepuJaVrahkarPmrate血aa

(それらすべて 〔の財貨〕は神の祭儀をいつも執 り行なう老僧たちに任されている)

と書かれていて,parpnv豆sacas(老僧)が寺院保有の諸貨を管理 ･運用していたのだろう｡

王の命令が ｢parPnv豆skulapati(高僧)｣宛に出されている｡ これは王権が寺院の管理運

営に介入している例であろう｡ 命令は具体的な 内容を指示している｡ 例えば祭紀の執行,

li血gaの建立,食糧の確保,境界の明示などを求め, ｢thvekalpan豆pho血tavrabkalp-

mrata血a五prerulihgapurvvaukk (同じく li血gapuraのごとく神のためにすべての夫

役を行なう)｣ことを記し177), 寺院の直面する諸問題を掲げ,神のためにkalpan豆(夫役)が

実施されていたのだろうo

寺院の境内では,全権が僧の掌中にあった｡寺院保有の諸貨がはっきりと他の財貨と区別さ

れるごとく, 寺院の区域は他の領域 と区分されていた｡ ｢神 〔複数〕ほ, Kamrata血TerP

Krolp の drohvrab (神の領域) と sarPparibhoge(共有)であるが,Samudrapuraの

dro血 (領域)ではない｡｣と述べて178', dro血vrab (神の領域)は puraの領域 と区別され

ていた｡また,別の碑文では,｢bhGmivrab (神の土地)｣ として東南西北 〔碑文中の方位順

序〕の境界を明記している｡179' D56の碑文では,dro血vrab (神の蘭域), 同じくPa五car豆

の 豆qramaが Vravok神 と miGrabhoga(共有財貨)を持っていたが180',

kamlu血ku¢yaukk gi豆yaktataparpnostapjubvrah kamrata血vravok

(境内は Ⅴ.K.Vravok神の tapjub〔意味不明〕の僧の権限下に属する)

と書かれている｡ つまり, puraの dro血 (領域) と区別された dro血vrah(神の領域-守

175)K.81 A32-33節 (52)
176)K.341Nord(9-10)行 (62)
177)K.341Sud(4-9)行 (42)
178)K.137 3-4行 (53)
179)K.56224行 (110)
180)K.728 2-3行 (151)
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醍)とbhtimivrah(神の土地)紘,僧の統轄下におかれていた｡従って,僧 (parpnos･paTp-

nv豆S･yati･t豆pasi･devay豆jaka)は,寺院における最高責任者であった｡ 例えば,k五urP に

対して181), ｢parpnospalpjuhtahverakaurptavrahkamrata血a缶 (神の奴隷の仕事

の順番を保証する palpjuh〔意味不明〕の僧)｣とあり,これは parpnos(僧)の権限を示す

一例であろう｡ しかし,寺院をめぐって,palpnOSと寄進者との権限に関する記録は見あたら

ない｡

これらの parPnos (僧)紘, 指名されて kfiulp や各種の財物を受領している｡ それは,

｢satrapaTPnOSlib2(僧への贈物 :〔白米〕2lib)｣とか182), ｢pamretaparpnos:5V豆

(僧のための奴隷 .･5va)｣であった｡183)k五urpの職種の中に,｢mahanasataparPnos(僧

のための料理人 :1V豆)｣がいたり, 同じ碑文に, ｢canlek(布地), C豆ti(僧服)の tm豆五

(織婦), palpnOS (僧) のための雨期の pn乏血 (被い)｣ のことが述べられている｡184)Ⅴ益t

TasarMoroyの碑文には185㌧ ｢tapjub の parpnvos(僧)のための雨期の布地 :3yau｣

の記事もある｡ この僧侶たちへの贈物の明記は, paTPnOS階層の社会的地位および宗教儀礼

の確立を証左するものである｡ はかの宗教者には,仏教の ｢PuCabA五｣186)および Narava-

ranagaraに住み,王命を伝達している ｢S豆dhu(尊者)｣187),｢r豆jabhikSu｣というtitreを

もつ宗教者188),儀式を行なう ｢Muni｣189),｢Sabh5.｣という祭式補助者がいた｡190)

祭紀はこれら王と宗教者などによって執 り行なわれていた｡ しかし,僧 とバラモンの関係を

記載したタイ国 Ud6nで発見の碑文には191',

vipra (バラモンたち) から敬われている yati(苦行僧) 紘, bhik!u とともに

simi (境界)の目印となる ぢila(石柱)を建てた｡

と述べている｡ これは僧が バラモンからも尊敬される聖職者であることを 明確にしている｡

だから, バラモンも宗教行事に 関与 しなかったのではなく, Kur豆kKloBVy豆dhapuraが

1i血gaを建立した時に, ｢dvija(バラモン)たちがそれに Rudramah豆laya という名前をつ

けたO｣と書かれていて, 新 1i血gaの命名に加わっていた｡192)また, Dharmapura には

Amr豆takeGa神が 祭られているが, バラモン Dharmasv豆minの家系は, その神の hotar

181)K.127 10-11行 (47)
182)K .561 8行 (46)
183)K .129 4-5行 (89)
184)K .155 Ⅰ(8-21),Ⅱ(8-9)行 (92)
185)K.124 Ⅷ節 (73)
186)K .163 Ⅱ(3)行 (94);K .49 ll-12行 (35)
187)K .49 11行 (35)
188)K .388 A(Ⅰ)節 A (9),C(15-16),d(3-4)行 (156)
189)K .652 Ⅰ節 (49);氏 .22 Ⅲ節 (ll)
190)K .154 12行 (48)
191) K .981 Ⅰ節 (150)
192)K .109 Ⅲ-Ⅳ節 (29)
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(祭司)職に就いていた｡宗教者の中には神への奉仕を棄てる人たちもいた｡193)

4) 住 民

碑文の史料的偏差およびヒソ ドゥイズムの受容が主 として titre保持者 ･諸職の長 ･宗教者

に限られていたことから,住民に関する記録がきわめて少ない｡T孟血Kra血の碑文では194),

｢Dhanvipuraの Dhanvipurav豆sin(Dhanviの住民)の Sahasravarg豆dhipati(.千人の

軍士の長)｣ と述べられ, 住民の存在が 明らかとなる｡ Varadagr豆maの pati(長)が,

｢purav豆sin(住民)｣とともに供儀を執 り行なうという ｢purajana(住民)｣の日常生活が描

かれている｡195)前述の AngChumnikの碑文では196),賦粗を支払 う kutumbin(家長)の

ことが記載され, その家族の成員となっていた のは住民 であろう｡ Bh豆gavataは Thnal

Vnab の puraの kula(家族)に生まれたとのべているが, これも puraの住民のことで

あろう｡197)これらの記録は焚語文に載っているが,クメール語文中にも住民のことが措かれて

いる｡ PuCabAfiが kfiurP (奴隷), tmur(午),krapi(水牛), sre(稲田),dalprin

(園地)を vrab(Buddha)に捧げたが198', ｢この pupya(善行)で協同した anak(人々)

によって捧げられた k五ulp｣と述べ,｢anak｣は kfiurP と区別された一般住民を指すと思わ

れる. K6ratから発見された HinK'6nの碑文には199),豆r豆ma(園地)の住人として ｢豆r豆-

mika｣がいるという｡ さらに Ⅴ孟tPreiSvaの碑文に200),

gekarm豆ntika(働 く人たち) とともに PoiiCivaraksa と PofiBhadaGaktiを)

はじめ KlofiSruk(srukの長)たちの寄進

とあり, ｢gekarm云ntika｣は現場で働 く人たちを指し, Pofiと do血 (ともに)の関係を持

ち,かつ協力できる人 という意味から,住民のことである｡

5j KfiurP

kfiurp (奴隷)紘,身体 ･人格が寄進者によって占有され, 売買 ･贈与 ･交換の対象となる

物質的側面をもち, 同時に労役 に服 し, 生産員としての 人間的側面をも併せてもってお り,

kaurn の身分からの解放 もあったo k五urP には主 として V豆(男),ku(女)の titreが名

前の前に付けられている｡ 詳しくは別の拙稿を参照ねがいたい｡201)

193)K.725 Ⅸ-Ⅹ節 (57);K.518 D (1-6)行 (104)
194)K.725 ⅩⅨ節 (57)
195)K.54･K.55 Ⅸ,ⅩⅣ節 (9)
196)K.53 ⅩⅨ-ⅩⅩ節 (37)
197)K.789 Ⅰ節 (128)
198)K.49 12-14行 (35)
199)K.389 10行 (153)
200)K.41 3-6行 (80)
201)石沢良昭,前掲書 pp.4ト62.
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Ⅷ 結 び

古代カンボジアの歴史的個性を認識することは,大へん難解である｡ しかしながら,Pr6-

angkor期という時代的枠組の中において,碑文史料を詳解 ･分析することにより,当時の社

会の一端に触れることができる｡カンボジアの碑文は,寄進関係者の篤信 ･事績 ･寄進に関す

るくわしい記録簿といったほうがよいかもしれない｡碑文には,人名 ･地名 ･神名 ･物産名 ･

職名などの前に必ず何らかの titreが付加してあり,諸 titreは当時の社会 gradeを表わす

基軸であろう｡titreのさまざまな性格を明らかにすることにより,その社会の内部構造や変

化の動態を知ることができる｡ 人名の前の titreは,社会秩序の具体的なレッテルであり,同

時に身分的表示 として存在し,社会内の規律もしくは権力によって維持されてきた｡

Mrat豆負には,王と直接的に結びつく侍者 ･官僚のMrata負と,間接的につながるpura

の長もしくは地方の長の Mrata缶Klofiがある｡ 両 Mrat恵負披,Poiiなどの官吏を配下に

おいて諸務を執 り行ない,王の侍老およびpuraの長として政治 ･経済の諸権限を行使してい

た｡それゆえに多大の財貨の寄進が可能であった｡また,Mrat豆翁は供横も主催していた｡つ

まりMrataaは王権と密着もしくは王権を背景とした puraの長として統治秩序に関与した

階層につけられた尊称ということがいえよう｡

Kur豆kは,場所名の前に付いて, その地域 (区域)の長をあらわし, それ以外の Kur豆k

は Po員と同格的な地位にあったようである｡ この titreは Preangkor期にだけ見られる

titreであり,l尊称とも,位階ともはっきりしたことは判らない｡ Klofiは,場所 ･物産 ･ge

の前に付いた時, それぞれの長 ･責任者をあらわす｡ 人名についた Klo員には,供奉老 ･寄

進関係者が多い｡Kur豆kおよび Klo負は,神々に献供できる社会的地位や経済力をもってい

た人たちである｡

Poaは,Mratafiよりも下位にあって諸職に就いていた中間的な階層である. 供奉著とし

て供物 ･寄進の仕事をする人, 侍者として軍事訓練 ･体刑執行をする人 ･k魚uTP を監視する

人など,王 ･Mrat豆員 の僚更 として活躍していた｡ Po員は穀物収集者として経済的側面をも

ち,生産関係者として不動産 ･k五urpを保有し,富財をもっていた｡ Pofiの多大な財貨の寄

進は,こうした王 ･Mrat亘fiの官僚もしくは生産関係著としての立場から可能であった｡Poii

の titreはおそらく敬称 ･尊称であろう｡

Ac豆rya,T豆血,T豆fi,Afi,諸職の長がいて実務を担当し,寄進に加わっていた.

寺院 (豆Grama)には,parPnos(僧)がいて,全権を握っていた｡そして,他の領域およ

び財貨と区別される寺院独自の動産 ･不動産があった｡寺院の財貨所有には sarPparibhoga

(共有)および presiddhi(専有) とがあった｡

pura,sruk,寺院のそれぞれは,各自の領域 (dro血)および財貨をもち,孤立した自給自
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足経済の場を形成 していた｡ これら生活の場には, titre保持者のほかに,賦租を支払ってい

た kutumbinを核 とする住民および半物 ･半人的性格の kaurp がいた｡

諸 titreは,古代カンボジア社会に内在する特殊で,かつ具体的な身分表示であり,史的経

過の中で,titre相互に見られる社会関係を存続させてきた｡

寄進者 というのは,寄付行為を実行できる富財の所有者であり,そして何らかの権力 ･権限

をもった人であろう｡ それは,王をはじめとするtitre保持者であり,住民や k五ulpは寄進者

になりえなかった｡古代カンボジア社会において ｢富｣を創出する形態は,いうまでもなく農

耕生産であって,田地はその生産手段であった｡寄進者階級は,ほとんどがこの重要な生産手

段を所有もしくはそれに関係する職務に就いていたが,生産活動には直接従事しなかったよう

である｡ つまり,生産過程に見られる人間相互の生産関係は,生産手段の所有 と非所有によっ

てもちがって くるが,生産された ｢富｣の帰属をめぐって支配 ･被支配の関係を成立させてい

る｡ 経済的範晴から見た場合,王などの titre保持者および宗教者は非生産者であり,住民 ･

kfiurp は直接の生産成員である｡ すなわち,｢富｣の帰属を明確にするために,前者自身の中

に titreを通じて動 く上下の力関係を作 り出し,前著 と後者の間に支配 ･被支配の関係を生み

出している｡当時のカンボジア社会は各種の titre保持者や宗教者がある程変専業化し得るほ

どの社会 ･経済基盤を持っていたということになる｡

以上は,Preangkor期碑文中に記録されている諸 titreを抽出し,当時のカンボジア社会

を客観的に捉えるため,ささやかな検討を くわえたものである｡ しかし, これらの titreを

規定する社会が以上のごとく断片的にしか判明しないため,残念ながら諸 titreに関する一般

的な問題の指摘にとどまってしまった｡ また,Angkor期および隣接諸国 ･イン ド古代社会と

の比較検討は別稿に譲 りたい｡本稿について大方の叱正をいただければ幸いであるo
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Ⅴ畠を寄進
V畠を寄進
V豆,kuを寄進

Gridharasv云mi

6写4年
(Ⅰ申navarmanI)
636*

(Ⅰ申navarmanI)
637*

(Ⅰ申navarmanI)ThmaKre(Kracとh)
ⅤえtCakret
(PreiVe五)

Sambdr-periKdkF3
(K6qlpO血Tho叩)

(ISanava,manI) 岳K dei A 血 (Prei V ia)

sim云(境界)の明示 Iskt

Ⅰ申nadatta どd･asa

R云madeva ;

6_33*
(Ⅰ申navarmanI)

ISCC.
pp.31-38(Ⅴ)

IC.γol.Ⅴ,
pp.20-22

ISCC.

pp.38-44(Ⅵ)

｢!,Ci･･

γol.ⅠⅤ,
17-19

IC.γol.ⅠⅠⅠ,
pp.157-163

prぇhTh畠tPreiC6丘
Sr6k(preiVeも)

IC.γol.ⅤⅠⅠ,
pp.102-103
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llMrat良品Klo五

K.9LT̂aEmandarapura

人

I申navarmanI

J云n(Yajamana)

VrauA五

JyePthapuraの長

Sinahv(vih云r a )

Bhoja

Rudrapuri

VaムCakの Hap

A壬ican

JeもKamvaも

KanmeもMrasir

Kanlab

Rut

Gupadeva

(貴人)

Mi(kep-収集老)

Dmel

Pra踊云van

Tok

Tarpnok

Din

VnatpA五

Pa完jas

不 詳

SraKund云Ia

L誠 Gus(地名)
PoSram云五

MuPa五jas

go,ksetraの寄進

V畠,kuの リス ト

kiiup など寄進

碑文執筆者?
kiiurP

k苧etraなど寄進

〔Bhojaの兄〕

80sanre寄進

tpal,sre寄進

20sanre寄進

tpal,sreの寄進tpal,sreの寄進

tpal,sreの寄進

20sanreの寄進

60sanreの寄進

tpal,sreの寄進tpal,sreの寄進

tpal,sreの寄進

tpal,sreの寄進

tpal,sreの寄進

80sanreの寄進

tpal,sreの寄進tpal,sreの寄進

tpal,sreの寄進

tpal,sreの寄進

100sanreの寄進

4sanreの寄進4sanreの寄進

言 語 !年 代 (治世)

Vg世紀
(t9云navarmanI)

637年
(Bhavavarman可

kh 6 9hfvavarmanII)

Skt

skt

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

kh

TrauTasar(TaK占V) IC.vol.V.
pp.30-31

KhauN6i(Praるinbdri)

KhanRang
(Pra占inbdri)

639年
(BhavavarmanII)Phu-hu'u(TaKとV)

細

面

7
1)

7

望
､識

9
藤

1
亜

IC.γol.Ⅴ,
pp.23-24

IC.vol.Ⅴ,
pp.36-38



No..碑文No. Titre 人
名 寄逓 ･関連事項 言 語 年 代 (治世) ･ 碑 文 名 (採取地) 所 載 文献

Kl79iMra伽 ICanapaVitra
iT誠 :CiPaa五

菅 Ka叫 〔地方神または srukの長〕!sy云m

!:po石 LGugadeva

Mrat誠 ;Anantasv云mi

lpo五 ! vimale

:ipa(長)
KurakKloa i

Dvija(/てラモン)言

1

Vyadhapuraの Vibhtl
Dhurvapuraの長
Vyahapuraの長

不 詳

1

33!K.493.Am云tya(顧問)
Poii
:Kur云k

･ Poa

Vidyapu?pa

J石云nacandra
BhaVinaya
Jmea

Vidya9akti
Ch自己

Po石 Bh云naprasiddhi

多くの sre寄進

sreの売却sreの売却sreの売却sreの売却sreの売却sreの売却

sreの寄進

sre(?)の売却

sreの売却

sreの寄進 (?)

sreの寄進

lihgaの建立

kau叩40人を寄進

借財の支払い

h

h

h
h

h

h

h

h
h

h
h

h

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k
k

k

skt
lTdoIAもSrahThat

kh ･

(ほsa,pa9uなどの寄旦 skt. .
Vyadhapuraの長の虹 skt .655年 ;prasatprahThat
43va,40kuの寄進 ;kh
liもga命名

sreに関係か?
寺院建立

d云sa･goなど寄進

共有,多くの財貨
krapiを引きわたす
sreを売却,伯段sreを売却

sreを引きわたす

sreを寄進

(BhavavarmanII);(K6rrlpO五島m)

skti.___ ち

kh 僻 varmanII)｣車 車 tTaK-iv)

ll
ll

skt慨 Ta#veava,man I I )闇 芸oKmbvB,ayan

l

skt
kh
kh
kh
kh

kh

IC.γol.Ⅴ,
pp.39-40

IC.vol.Ⅴ,
pp.41-44
IC.vol.Ⅴ,

pp.5-6

IC.γol.Ⅰ,
pp.251-255
IC.γol.Ⅰ,

pp.3-5

剖
笥
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･/
喜
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;試

t
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e
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て
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N..r碑文恥.

1

K.49EBhiksuBhiksu

Sadhu(尊者 )

Pu CabA石●
Pu CabA五

Po岩

anak tapsalTl

361K.115lame(母)
Vaidya(医師)
Am云tya(大臣)

6

切り
氏血K93401K.762R云jsabh云pati(王の会議の長)

人

M ati9akti

BhaCle亨ma
Candra

AqlVi

Bh云Kusuma
Bh云naprasiddhi
Ci

Medh云vindu

Dharmap云1a

Dharmap云la

Ratnabh云nu

Ratnasimha

Ratnabh畠nu

Ratnasinlha

Gubhakirti

(協力する人たち

名 Lgl進 .関連事項 !-r--I.=i一語
l

sreを売却

kaurrlを支払い物件に

sreを寄進sreを寄進sreを寄進

kum豆r云matya(王子
の教育係)

h

h

h

h

h

.n

h

k

k

k

k

k

k

k

午

,

代(治世) i 碑 文 名 (採取地) LITJT･載 文 献

監 var-an I) JpnroeliKv6ekJ rah itcp･.沈 1Igと

JayavarmanIに画 skt16僻 ～657年 Baset(Battarpbah)
日C.γol.ⅠⅠ,

】pp･193-195

旧任

;skt

㌢skt

l

の財貨を寄進

舶 権をも- ;慧

PoaNirjitasiqlhaの 母 【V豆,kuの1)ス ト

simhadatta(Adhyapura LapltAukmbFO禦 ぎこら…sktあ長) l

l:

i創建老 〔名前不詳〕 !奴隷解放 (ad云sa) skt

:(I -の ) bhrtya〔名前不詳渡 Fav,qIEg;aw) 】skt

i664年
;;(JayavarmanI)

665年 (skt碑文中)

(JayavarmanI)

667年

(JayavarmanI)

668年(Jayavarmani)
670年

(Jayavarmani)

673年

(JayavarmanI)
VatPrciVal
(PreiVen)

lV L
9
0
一
V
6一
◆
K
p

S6phas (K 6zTU O叫 am )itC,･.181･11VI･

?pn,geiCS芸nP,nik 寓 (ⅩⅠヲp･

l

v急t K irivon (T a Kと,)昔 4言01･',

Ta｡1P,ahTh畠t iIC.V｡1.Ⅰ,
(preiVeh) 】pp.1215

執
丑
7
5
7

.7
望

J･掃

9
藤

)
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N..!碑文恥

1

42.K.341
l:pamv5sKulapati

㌻(高僧)

44rK･78芋 rat誠

45'K.451;Kuru血【

r

46!K.561kYajvan)

Poii

ParTlnOS(僧)

Kloa

. :Kl0品Tiin～

l

Pol～1

Po瓦

Poiミ

Kloa

､Kurak

1

P云damdlataan-
au(ここに住んで
敬われている人)

PaTpnOS(僧)

Mrat5品

48 K.154 Mrattl五

人

:Varahasena

KloaRaもko(米の長)

;〔JayavarmanIからの命

.〔名前不詳〕

lll

rBhavacandra

lll

Mrta

J岩iinap rak和a

.Vidyadharadeva
Candr云nna

･Vindueakti
Trasok

KurakDanteKrohv(地名)

〔PoEがその中に含まれ
･ている〕

･palpjlヰ

I9Varavindu

Devasv5mi

豆9ramaとpuraの区;kh ･674年

刺

祭事 ･食糧 ･境界 ･税
などの取扱いを町｢己

32va,16ku,13kon
などを寄進

35V5,47ku,13kon

などを寄進

58k五urp借財の支払
k五ulpが地獄へ行く

財貨の寄進

云kara(税)の取扱い

satra(僧への寄進)

raもko,V畠,kuを寄進
raもko,V白,kuを寄進

raもko,V畠,kuを'寄進

raf)ko･布地の寄進

ra血ko,V畠,kuを1.1{;-進

ku

2V5,3ku

v云,ku

V白,ku(k呂urTl)

k五u印 の仕事を保証

他寺院との共有を指示

dirghasatra(大供犠)を

kl∴ 冒J7a6iiivarmani)

l

kh 深J6a8yqIta6r71慧 I)

kh …冒J8aOy*iarmanI)

sktkhkhkhkhkhkhkhkhkhkhkhh

hk
k

h

hk
k

kh

681年
(Jayavarmani)

683年

(JayavarmanI)
PrahKdha Lt10n

(KalppOt)

Pr包satNakDuos
(K6rTlpOhTho印)

VatBaray
(KbrppohTho印)

Phnom Bas6t
(K6IPpOhSpu)

PrasatPreiThna1-
Sud(Siem-R孟p)

Tt101AhTnbt
(TaKとⅤ)

IC.γol.ⅠⅠ,
pp.10-13

IC.γol.ⅤⅠ,
pp.23-26
IC.γol.ⅤⅠ,

pp.14-15

IC,γol,ⅤⅠ,
pp.12-13

IC.γol.Ⅴ,
pp.49-52

IC.γol.ⅠⅠ,

pp.39-44

Sambor:Trap誠 Prei IC.vol.II,

到iR:Tb･/.九㌦7Prかangkor蓋C)洲軸titreRJプバ



No.吊卑文No.1 Titre l人

Sabh云(祭式補助者)
Po五

Poa

Parpnos(僧)

数人の名前明記

Saもkar苧apa

Gruta

pajub〔意味不明〕

Po五･Mrataaがいる

puraの神の仕事

puraの神の仕事
Mrat誠 とPa叩nOS同一人物か?

K･771 Dvija (バ ラ ヰン)戸

K.81

76

3

K Mah云nukrtavikhy云ta●

記念して ｢

言語 書年 代 (治世) 1碑 文 名 (採取地) hlTr載 文 献

685年
(JayavarmanI)(JayavarmanI)

PhumK6rprieも
(Kandal)

偶 taaysrR6fead)eRopduol

IC.γol.ⅠⅠ,
pp.123-125

lingの建立

Mah云nukrtavikhy衰ta iv岳,ku,sru寄進

Rajan(壬) ;Bhavavarman

Yodha(戦士)

Sevabh云ra〔奉仕
者の意〕 PuNea

王の yajvan云

〔名前不詳〕

Ni°e;ots云ha

Gotra

Dharmapuraの卑 Dharmasv云min

CE,;erg;a'蔓auraの長iEfaafaT:dSaVs:崇aの3yestha

外 人 バ ラ モ ン の 処 遇

nagara(都城)

skt】678年-687年

kh i(JayavarmanI)

】

sktF謂aR;eEva,manI)

devadravya(神の財 ≡skt
栄) ∈

puraの領域,勅令

400人のk五u印調達

Fkh

l
go(午),dehin(人間)
devapdja(信教行為)

Visnu●●

sreなど多大の財貨

V豆,kuを監視

va,kuを寄進

各種財貨を献望

貰a)h云叩 pati(大宮延
侍者の長 ･漕手の長を
兼任

sktsktskt

khkhkh

sktskt ⅤⅠⅠ
(JayavarmanI)

Ⅶ世紀

(JayavarmanI)

Ⅶ世紀

(JayavarmanI)

Ⅶ世紀

(Jayavarman

p
nu
l

Ⅶ世紀

(JayavarmanI)

Ⅶ世紀

PrasatN豆もKkmau
(TaKとV)

S r占 A rppil (Kandal)

HamCei
(K叫 poもCam)

iLoav色k
J(K6PpoaChn急も)

!{去=P:-/-:_3151-:---:

Samb6r-PreiK屯k
(K6叩pOhThorn)

phumCrei
(K6JTlpOもSpu)

Ta丘Kraも
(K叫 pOaCam)

IC.γol.Ⅴ,
pp.53-54

IC.vol.Ⅴ,
pp.46-48

pp.8-21(I)

IC.γol.ⅠⅠ,pp.115-118

IC.vol.Ⅴ,

pp.9-10

vol.ⅠⅤ,
30-32

IC.γol.1Ⅰ,
pp.198-199

1pp･7~12

袖
卦

7

℃
7

雪

報

9

藤

)
亜



1

･l i

58･K.132ibhi?aj(医者)

ll

5針 K.582･

lPol～1

Klo五

60･K. 74; Poa
; PoBVa strap云la

lll

1

61 K.113とMrat誠
ll

(Samantanauvaha の称
号をもつ)

Brahma9aktiBrahma9akti

JivikSo

TnahKmau

Vastrap云Ia-vasanap云1a
(織物の番人)

〔名前不詳〕

Sarvadatta

.ParrlnV云sacas(老
:僧)

11

64 K(.S7号3!Mrataa(数人)

1

. !pamjuhvrab(L酎

66 K.904L jJayadevi

GeKloa(Ail) :sundaryayuvati〔∃三女?〕

GeKlo石(Aa) 与obh5jay自〔千女?〕
VrahKaITlrat誠 ･Jayadevi
Aii

Dhanvipuraに居住
し,戦争に行った
Dharmasv云minの次
男

708年,83才で死ム

lihgaの建立

多くの財貨･共有

Poaと.肘ご寄進

va,kuの寄進

Poaが織物の番人

k石ulp

Mrata呂の息 J'･

gedharmamika(篤信.L
の人たち)

勅令で指示 thvepdja
(祭事をおこなう人)

彫像の建立

sreなど備旺

sre,k石u印 など寄進

インド人dvijaと結婚

共有 ･専有の区分

Mrat5品 と協力し,寄

進に参加する｡

Mrat誠 にrTl地をji･与

言 語 ;午 .代 (治世)

ll

kh

l

skt闇9a3霊宝許 08年

kh 693年 (Jayadevi)

kh

ll

kh

kh 697年 (Jayadevi)

kh …(Jayadevi)

l

700年(Jayadevi)
kh ;

l

skti704年 (Jayadevi)

kh 704年 (Jayadevi)

kh

Sambor:AnlunPramiIC.vol.II,
(Kracbh)

TdoITramuも
(K6叩pOhSpu)

VatPrahNirpan

(K6叩pOhSpu)

SvaySatPhnolp
(K6叩pOh Cam)

PrasatN畠kBuos:L

(K6叩pOもTholp)

Td o lK6rrln益p
(Battalpbaも)
PrasatAkYom
(Siem Rap)

pp.85-86

IC.vol.1Ⅰ,
pp.200-201

:IC.γol.ⅤⅠ,
pp.20-21

HC.γol.ⅤⅠ,
pp.23-26

1

;pp･129-131

≡IC.vol.V,

PrえsatPhumPrasat シIC.vol,VI,
kh :706年 (Jayadevi);.I(ka63m蒜.lLlliIL1.hl)aDaL Ipy7昌

skt
kh

kh

kh

kh

IC.γol.ⅠⅤ,
pp,54-63

7
7
筈

‥
jJ
･/
㌔

Ij
7
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No.n -**No.
6鋸K.688

塞

p｡a iGDaa,dvhaigkuu,ptdaasagara

Mrat云五

Mrat白石

Mrat誠

Pa印nOS

KanheaKamra.
teもA五

Kurua(長)
(K r tajSavanaの)
Ku rek=
Kur云kanakklo芸

PalpnVaStapjub

ParpnvaskloE

KamrateムA五

KamrateもA昆

Bhaskarap云1a

Siddhigana

Candrasena
parTljub(僧侶)

〔女性寄進者?〕

anakpalprekamlua(寺院の奉仕者たち)

I.i;･IL･Ill.J:t巨いLi:日日!1.
9ambhupuraの王
sreを寄進
sreの内容を明記

k岩ulpつきの sre

kau印 を献供

d云sa,豆r云maなど寄進
ghO,V豆,kuなど寄進

gわo,taiのリストあり
koiegvaraの存在を

TaCpo丘l〔長姉の意〕-
JyePth5ry云r豆jai(skt)

Kany云t

(僧)

(僧)

Utkrsta●●●
GuruSuvira

Po岩

Kurak

Mrat云五Klo岩

Mrat云石Klo式

Ac云rya

Civadeva

Kand云y

Je!!hapura

Bhavapura

I申nadatta

k五um の vnok(グル
ープう

寺院へ多大の財貨

〔-parpnospa叩jub
と同じ〕

綿布を寄進

布地･蜜など寄進

k五uqlをpuraの長へ

k五urrl寄進,Pon～と共に

k石ulp受領

Ⅴ畠,kuを寄進

Poaが k石u叩 買い戻
し命令

716年(Jayadevi)閲 atbh,at KvanP ir
1
719年 (Jayadevi):EsriaeSAtRParpeiprasat

726年 (Jayadevi)

言J6iy*av(aJra霊 eIViZs)弓

h

h

h

k

k

k
khkhkhkhkhkh

Ⅶrff:紀

PreiMien(TaKとV)
K凸kPrahK6t
ぎLob6kSrとt(KraC坤)
Pr会satTaK畠m(SiemRap)

VatTasarMoroy
(Kracとh)

BEFEO,
Tome4

pp･675-676

IC.γol.ⅠⅤ,
p.36

IC.γol.ⅠⅠ,
pp.146-148

IC.γol.ⅤⅠⅠ,
pp.76-78
IC.γol.ⅠⅠ,pp.92-94
IC.γol.ⅠⅠⅠ,
p.89
IC.γol.ⅠⅠⅠ,

pp.170-174

VえtThlen(Chaudoc) IC.γol,ⅤⅠ,
pp.28｢30

軸
封

7
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7

望
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No. 碑文No.･ Titre 人

Poa(Klofige):Kumara95nti

75 K.6 Mrat白岩

Poii

6

7

7

7

K. 8 tPo岩

.＼T上87

K97

Mratl15

Pf)B

Poii
Poii

Po武

Po五

1

38FpoaT誠

FPo岩
…Po岩

liMrat誠 Klo石

Mrat5品

80 K.41 Po己

KloBSruk

6phu.n
:Gilabhadra

Cucidatta

Prabhavadatta

兄弟)
Krsnamitra

Rudr三ibhavii

Rudr云ntakula

PuPpananda

Vikarapanta

Vrau

名 布進 ･関連事噴 言 語 年 代 (裾ff'l) 碑 文 名(抑阻む) 何機 文 献

k五urTlの 寄進

Mrat誠 Klon～ よ り
指示をうけて 従事

hhhhkkkk

srukとvrahの土地khの区分

panlas(代理人)の供kh
奉老

Krsnadatta●■■

Kloiミm;Lldhu(蜜の長) .

pramathagapa (休刑執行i

(｡amr｡奉仕者たち))

l

Vikramapuraの長

R云jagraha

Sudar9anaBh自gavata

Civabhtie叩a

Po五･givarak?a

Poa.BhadaCakti

32va,17ku

〔神に領地を与･える〕

6vEi,4kuのJ.),ll･,准

piesaITIVatSaramOy
(年貢)の支払い

sreの寄進
nivandha(賦机)

pledivasamoy(口
の必需品)など

叫栴

sre,ran
koなど,
J

.
l
J

J准

sreなど鮎牲

稲田の標識,池
JayavarmanIからの

勅令

k五urrlの寄進
Mrat誠Kloaに命令
を出す
〔｢長｣を意味せず〕

詣a
t
vAq
Mi
T
)
ra中(神州

karmantika(働く人)
と共に寄進

寵哩h

k

skt

kh

kh

kh

kh
kh
仙

M nU

紀世Ⅶ

h
h

h
h

h

h
h

h

k

k

k

k

k

k
k

k

h

h

.h

k

k

k

PrasatPramLov台n
(Sadec)

PrasatPramLoveも

(Sadec)

Carpnbm
(TaKLIV)

PrasatNaflKhmzlu
(T･;IKとⅤ)

BEFEO,
Tome36
pp.5-6

IC.γol.ⅠⅠ,
p.79
IC.γol.ⅠⅠ,

pp,26-28

IC.vot.ⅠⅠ,
I〕P.35

V畠tThat(TaKとV) ･pp.45-46

Tj.警‥辻I//,i,).7Praangkor醤3封titreEHJtノバ



81

8 2

K･461pMOraat誠

Kl 51 5M rat誠

J五云nakum云ra

Civa(Yajam云na)

〔女性寄進者〕

89∠K.129㌔p｡広 ま〔名前不詳〕

k五urp,tmurなど

k五urP,sreなど寄進

慧盟 ,a5kEug題 5進i kh ～Ⅶ世 紀

琵:k:kurpm,a苧ie蒜/Ô ikh恒 己

Ⅴ云,kuの リス ト

)praman(那)の語句

Ⅶ世紀

Ⅶ世紀

Ⅶ世紀

諸職の k五urp リストikh l.Ⅶ世紀

I.qt 11日 ([(･lt.摘 心 .･.ト朕 宣 献

VatPreiSva
(TaRev)

IC.γol.ⅤⅠ,
pp.32-33

phn叩 Nbk(TaKとV)iI,C,1.V331-I,6VI,

V岳tKdeiTr岳p
(PreiVeL)

SnayPol(PreiVeh)

IC.γol.Ⅴ,
pp.14-16

IC,γol.〟,
pp.51-53

V孟tPrahThえー
(Kandal).

PhonrPH6Phnou
(Sv畠yRien)

琵諾芸｡芸rgiam"ヲkor

謎 ,T.hAa漂 ぎaivani
■

PrahTh孟tKhnaiVan
(K壷 poもCam)

Samb6r:TaKi且
(Kracとh)

IC.γot.ⅤⅠ,
p.37

IC.vol.Ⅴ,
pp.7-8

IC.γol.ⅤⅠⅠ,
p.32

IC.γol,Ⅴ Ⅰ,
p.38

IC.γol.ⅤⅠ,
pp.38-39

γol.ⅠⅠ,
83-84

漸
封
7

1y
7

望
Pjbt1

9

藤
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No. 碑文No. Titre 人

(案内者の長)
Mrat云五

91;K .13 5

Rudravindu

(穀物仲の長)

93 K.159 Po五

1

94 K.163 Poii

. Pu CahAil

lp0品

95 K･357 GAeBklo五

1

96 K.360

97:K(A49o FcaanS(El;三vAr完)

Grager

Praj呂acandra

Bodhasustha

Vid y5.. .

〔某女〕
1 7名の An～

Candravindu

98 K･416 Po五 ;･･･ndhunama

l

99 K･422 r

l
l100 K.423 (Yajam云na) .(名前不詳)

Po五KloB

～n

～n

～n

0

0

0

P

P

P

424

K

H
H

0
1

t
2
9

32V白,49ku寄進 kh

80kuと同じ値の稲跡 kh

lOku,5konなど ;kh
pamretapamnos
(僧への奉仕者) .kh

Ⅶ世紀

i2ktl,Sr｡など醐 kh ㌔Ⅶ 慨

15vfi,2(Lmeなど

k呂ulpを寄進

Mahfiyfinaの存在暗示

寵岬

h

h

h

k

k

k

kh

Civaの伸 Li.:建立 と祭
紀の必†品晶を明記

Ⅶ世紀

skt!Ⅶ世紀

Krorp(-A c云ryayajamか
na供奉者の 長 )
Gu‥.

Pravarac;llnti

Bhapra‥ .

dasa10人 ･sktiⅦ世紀
1

l

II

l
sruvrah(神の籾つき kh :
栄)

kh

碑 文 名 (採取地) 所 載 文 献

TrapanThma:Samb6r;IC.vol.V,

ll

jLob6kS,6t(Kraceh)

K6kRoka
(KorTlpOもTho叩)

PrasatB台も
(KbrppoもTho叩)

PrasatAmp il

RoIG'm
(K 6叩pOhTho印 )

P ras去t Kbrppon
(K6叩 pOムThom )

BaDom (StdもTrとh)

B6Ika
(NakonRac'asima)

K6rppoaSpu
(K6叩pOもSpu)

CanCd叩 (TaKとV)

TrapaもTho叩
(K6rpPOt)

pp.81-82

IC.vol.ⅠⅠ,
p.95

IC.γol.Ⅴ,
pp.64-68

IC.γol.ⅤⅠ,
p.40

IC.vol.VI,
pp.100-101

IC.γol.ⅤⅠ,

pp.4ト42

IC.vol.Ⅴ,
pp.6ト62

IC.γol.ⅤⅠ,

pp.83-85

IC.γol.ⅠⅠ,
p.47
IC.γol.ⅠⅠ,

p.9
IC.vol.ⅠⅠ,

pp.135-136

剖
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No. ]碑文No. l Titre

K.555iT誠 A五
K.559IPoa
K.560
K.648

Bh云kum云ra
Ca- ･

ⅠCV arabhu苧aDa
Ca‥ .

〔劫令,共有の記録あり〕
‥.V云hakara

〔名前不詳〕

Vajrabheda

Kur云kKlo五
(SrukKrauの長)

K.562【Mrat白玉

SrukKrau〔地名?〕

Mahe9VaraSV云mi

(yajam云na)

関連 事項 l言 語 l年 代 (治世)

srupo註(Po石の籾つ
き米)

V岳,kuなど

kEuql,tmur,krapi,sreなど寄進
3lv5,50kuなど

神の奉仕を放棄する人

αnaksreおよび8v豆,3kuなどの記載あり

p叩ya(善行)

kh 【Ⅶ世 紀
I

2V云;5kuの t)ストIkh lⅦ世紀
Kumar云sv云mi

Mrat云石の T云fiか?

13V豆,14ku

神への供奉

碑 文 名 (採取鞄) 桓 載 文献

Phn叩IMrahProu
(K6rppoもSp'u)

VぇtCo血豆k
(Kandal)
採取地不明

IC.γol.ⅠⅠ,
pp.73-74

IC.vol.ⅠⅠ,
pp.12ト122

IC.vol.ⅠⅠ,

ipp･191~192

Thanh_I)i台n
(T急y-Ninh)

A点gkorB6rei(TaKとV)
A点gkorB6rさi
(TaKとV)

PhnorPPrahLan
(K6rPpoaThorn)

IC.γol.ⅠⅠ,
pp.75-76

IC.vol.ⅠⅠ,
p.154

hc.vol.II,

細
動

7
℃
.7
賀
籍

9
林
t
q
･



1

l

j T誠

113* 689 Tapas云(僧)Pamnos

i1

ll

115!K.711.､

l

1

･17FK･719㌢

･19㌔K･739 碑文に- き 恥 108

〔-K.560と同 一

参照〕

･20FK･755
】
121≠K.757 Poa

Po石

Ac云rya

l

K.759.Mrata琵

SalpVOk
Ranme去

申 ntikirti

J石云navin
Bhavakirtti

Visnudeva

名 ; 寄進 ･関連事項 ･言語 年

神への供奉と祭式の執
行
kSuITIVrab(神の
kaurp)

V白,kuなど多数

･k五u叩(V5,ku)の り･

sarvvapipqak石urrl:
:50人 (青年の奴 隷)

k呂uITISiva･kantai

パ2V盃,23kuな ど多 く㌻

t5V5,10kuなど
ik五urrlVih云ra

2

sre寄進sre寄進

≡sre寄進

岳tvepuPya(善行をす

ilOku,4V白の t)ス ト】

9V云,6kuの 1)ス ト

紀哩Ⅶh

h
.hH

k

k
k

kh;Ⅶ世紀

kh Ⅶ世紀

I

kh;Ⅶl明己

I

kh Ⅶ世紀

I

kh;Ⅶ世紀kh;Ⅶ世紀

ll

kh:

ll kh…Ⅶ世紀

ll

L

kh;Ⅶ世紀

代 (治世) !碑 文 名 (採取地) i所 載 文 献

Sarnbuor(Kandal)
jpp.6970

vatP6R6a(TaKと,)!,C,･.V4㌢･48VI,

TaLo(TaKとV)

Bel(Kb叩POaSpu)

Bet(K6rppof)Spu)

Popel(TaKbv)

Pop61(TaKとV)

Khvav(T畠KとV)

iIC.vol.VI,
1 p.49

1

p.50

IC.vol.ⅤⅠ,
pp.50-51

pp.52-53p.52

IC.γol.ⅤⅠ,

p.54

Iv孟tChnab(TaRev)骨 5言01･VII･

VatB畠nak
(K6rppoaThorn)

VatAもB組 Cak
(Kand包1)

VatAもPis卓i
(K6rPpoaSpu)

Ⅴ孟tTral名流K誠
(K61PpO丘Chn誠 )

IC.vol.ⅤⅠ,
p.101

IC.γol.ⅤⅠ,
!p.56

iIC.V｡一.VI,
;p･57

:IC.vol.ⅤⅠ,
!p･58

剖
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‥
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汰
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琵 ~-五 十蔽 恥･_｣ _竺 竺 一一__し仝

K.787r

Govinda

某 Bh云gavata

12 9 iK .790 ;p｡五 〔Yajam云na〕!sih

･30吾 …:≡ ~~~~~ ~五 a.S~i｡

131rK.810

132iK.811 Mrat誠 ~~~~~~~~忘 ...

13 3 !K .8 16 ‥.ddivra五

M r aは岩
M r at白石

..i.SVaml
(Yajam云na)

下 車 車 コ 車 ;t-t二

〔名前不詳〕

可

｢
-

k琵urptakantai,ku,V云
2ku,2V云のリス ト ぎkh

Ⅶ世 紀Ⅶ世 紀

guimT,da_ 竺 回 讐

ku,ヒ on,tmursarv-】

･hnalVnab の pura:skt 岳Ⅶ世 紀
の kule(家族) j E

V豆,ku,konの寄進

V白,ku,ame,sarvva-
pipda(青年のk芸um)

紀
世

Ⅶ

h

h

k

k

10kuの 1'ス ト 毒kh lⅦ世紀

FloAL(lPToaの嶺域) jkh iⅦ世紀

V白,ku,ame,a印ras
など多数のkn～ulp

云jE云vrab(勅令)

pupya(善行)

k岩uITl共有

14va,21ku寄進
sreなど寄進

kh Ⅶ世紀

碑文名(採取地)
怪我文献

p,畠satAhPrahThえー!IC.vol.VI,(K6rppoもSpu)'!p.59

.ⅤatALPrah R孟y TIC.V｡1.VI,

i(Kandal) !p.60

:vatAaSrさi~~~~~~~~~TIC.V｡1.VI,
;(K6rppoもSpu) !p･61

V孟tBaray(TaKey) 寓 01lV,

■

～ .1Mdh(Kandal)

l

F(Kandal)

l

:(K6ITlpOflTho印)

!Esr.'esAt_RKah,.,aa

･IC.γol.ⅠV,
p.37

l

1

FIC.vol.VI,
.p.62

甑 1･V_I,_

】Ⅰ｡.,Onュ.ⅤⅠ,

Fp･64

ll

;IC.vol.ⅤⅠ,

Td｡1AhR｡1誠 K｡n hc.V｡1.VI,
(Kandal) 】pp.66-68

諾 ap-avhinY,e五 二 座 空

対封7y.7雲')'l=L

9
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=
l
Ej･



石沢 :ナ ン ナン ~ア Pr6angkor期へ,~fVltltr･e に ついて
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149】K.607

153iK.389
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Li1561K.388

1

k凱岬,anakvrah,V豆,ku,si,taiなどのリスト

われてし

Klo五

(僧)

!豆r云mika(云r云maの住人)
Up云dhy云ya ≒R云javih云ra

Kum云rambha

KalprekK･A･亘ambhuyarmadeva
】

l

⊆R云jabhiksu

Up豆dhy云y云 】R5jabhiksu

l

Kamrat誠 A五 :R云jabhiksu

≡R5jabhiksu

Kvua,Tvab,

Tp云p,Klo五Sruk
Yuddh云pramu-
kha(戦士の長)
Gep云damdIa
(尊者たち)
Klo五Ge
(人々の長)

Bhadracandra

Kakbh
(K6m'po丘Tho叩)

Samb6r-preiK血k:
groupeS
(K6rPpo五Tho叩)

VatSiTha't
Pram且nch'a(Udon)

IC.γol.ⅤⅠ,
p.80

IC.γol.ⅠⅤ,
p.19

IC.γol.ⅤⅠⅠ,
pp.159-160

〔神の領域〕を持つ僧 】 ･

yava(米穀),madhu
(塞)などが取れる土地

〔一般住民〕

k苧etra(田地)

d云sa: 20人kuti(両堂)
T岳もAaPurohitaを兼務
d云sa

(王もしくは王族)

sreの交換 ･売買

l

ミ液状バターと交換

ll

D56 du M useede
PhnorrlPe這(?)

Thap一m白'oi(Sadec)

HimK'6n
(Nak'onRac'asima)

Vong-th色
(Long-Ⅹuyen)

Ⅷ世紀(水真膿)

skt≒

kh j

l

kh :Ⅶ【世紀

Ⅶ1世紀

Ln

h

.h

k

k

k

PrasatPramLoven

(Sadec)

IC.vol.ⅤⅠ,
pp.78-79

BEEEO.Tome36,pp.7-13BEFEO.Tome36,
pp.3-4

HinK,6n 再C.V｡1.VI,
(Nak'6nRac'asima) 喜pp.74-77
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Poa

Klo琵

Poa

Kloii

K10品

158iK･259周 '蓋li vdah:ka,

追郵 ipon～

getacropucita
sarpvatsara (午
貢を徴収する人た
ち)

Parpnos(僧)

追捕 rpon～
46;K.561ipoa

I

poi弓

人

Dr云Taah

I申nagupta

Da叩 Vinayagupta

(Yajam云na)(Yajam云na)

Kcan

Totil

;visnukirti

Kdat

Dharmakirtti

Bha声nti

Candranan

Khe

KalpVin

Dev云dhivas

Dharmme

Vinita

Siddhikirtti

Vidyaknm云ra

Amrta

名 寄 進 ･関連 事項

sreの交換

r

】sreの由来

1kEu印を和ramaに配置

勅令設置

信仰を強く持つT
守

0
凶
日

院の役務をする僧

寺杭の稲田の境界を明

確にするため左記の各

人のtravaも(貯水池)

でその広さを 明示 し

たO

他の寺院との共有指示

2ku,4vaの寄進

kh ;Ⅷ世紀
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TaaKraも
(K6rppoaCam)

V畠tKhnat(S)
(Siem･R孟p)

6(J7a4y*ava,manI) 皇昌弘 ,K.dtBauoh

681年
(JayavarmanI)

TdolAhTnbt
(TaRev)

K

p
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p

γol.Ⅴ,
75-80

γol.ⅠⅠ,
39-44
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